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食
は
健
康
で
丈
夫
な
体
づ
く
り
の
基
本
。

産
地
や
質
に
こ
だ
わ
っ
た
食
材
を
自
園
で

調
理
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
給
食
を
提

供
し
ま
す
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
普
段
３
歳

児
以
上
の
園
児
が
利
用
し
ま
す
が
、
１
か

月
に
１
回
、
園
児
全
員
が
集
ま
っ
て
バ
イ

キ
ン
グ
給
食
を
行
い
、
年
次
の
異
な
る
園

児
と
交
流
を
図
る
場
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
育
の
一
環
と
し
て
梅
干
し
、
漬
物
、

み
そ
作
り
や
、
野
菜
の
植
え
付
け
、
収
穫
、
調
理

実
習
を
園
児
が
行
う
な
ど
、
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
導
入
し
ま
す
。
こ
う
し
た
食
育

を
通
し
て
、
日
本
の
食
文
化
を
伝
え
て
い
き
ま

す
。

　

遊
戯
室
で
は
各
種
発
表

会
を
は
じ
め
、
和
太
鼓
を

使
っ
た
音
楽
リ
ズ
ム
の
保

育
な
ど
を
行
い
ま
す
。
体

全
体
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

音
楽
を
奏
で
ま
し
ょ
う
！

　

病
後
回
復
期
の
幼
児
（
町
内
在

住
の
２
か
月
か
ら
就
学
前
の
乳
幼

児
）
を
預
か
り
、
看
護
師
の
も
と

で
保
育
を
行
い
ま
す
。
入
園
し
て

い
な
い
お
子
さ
ん
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

石
川
保
育
園 

開
設

明
る
く
、げ
ん
き
に
、た
く
ま
し
く
！

平成24年
4月　

平
成
24
年
4
月
、
町
立
石
川
保
育
園
が
誕
生
し
ま
し
た
！　
こ
れ
に
よ
り
町
内
の
保
育
園
は
２
園
と
な
り
、

定
員
は
こ
れ
ま
で
の
１
２
０
人
か
ら
合
計
１
８
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
園
と
も
生
後
2
か
月
児
か
ら

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
早
朝
保
育
も
充
実
。
よ
り
子
育
て
し
や
す
い
環
境
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
新
し
く
誕
生
し
た
石
川
保
育
園
を
紹
介
し
ま
す
！

ど
ん
な
と
こ
？

　
　
　
　

石
川
保
育
園

　

ゆ
と
り
あ
る
保
育
環
境
を
実
現
す
る
た

め
、
旧
石
川
小
学
校
の
跡
地
を
利
用
し
て
整

備
を
進
め
て
き
た
町
立
石
川
保
育
園
が
開
園

し
ま
し
た
。
保
育
園
の
運
営
は
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
っ
て
民
間
活
力
を
導
入
し
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
運
営
を
図

り
ま
す
。

　

石
川
保
育
園
で
は
「
明
る
く
、げ
ん
き
に
、

た
く
ま
し
く
！
」
を
保
育
目
標
に
、
子
ど
も

た
ち
が
心
身
と
も
に
健
康
に
育
つ
よ
う
、
食

育
や
体
力
づ
く
り
を
保
育
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
石
川
小
学
校
と

同
様
に
地
域
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
地
域
交

流
の
要
に
な
る
よ
う
な
施
設
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

ランチルーム
　　　・厨房

遊
戯
室

病
後
児
保
育
を

　
　
　
　

行
い
ま
す
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　中央保育園（旧中央保育所）では、定期
的に子育て支援事業「つくしっこ広場」を
開催しています。3月5日には春風コンサー
トを開催し、
音楽団、合
唱団の皆さ
んと楽しく
音楽を奏で
ました。

　

１
階
に
は
0
歳
児
室
～
3
歳
児
室
、
2
階

に
は
4
歳
児
室
、
5
歳
児
室
が
あ
り
ま
す
。

広
々
と
し
た
部

屋
で
、
子
ど
も

た
ち
が
活
動
し

や
す
い
環
境
が

完
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

0
～
2
歳
児
室
の

前
に
は
芝
生
広
場
が

広
が
り
、
豊
か
な
緑

の
中
の
び
の
び
と
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

広
々
と
し
た
園
庭
を
活

用
し
、
毎
朝
音
楽
に
合
わ
せ
て
走

る
「
1
曲
マ
ラ
ソ
ン
」
や
跳
び
箱
、

マ
ッ
ト
運
動
、
鉄
棒
を
用
い
た
体

力
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
さ
く
ら

祭
り
や
夏
祭
り
、
運
動
会
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
！

　

近
隣
市

町
村
の
保

育
園
と
ミ

ニ
サ
ッ

カ
ー
大
会

な
ど
も
行

わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

保
育
時
間
内
に
ピ
ア
ノ
、
習
字
な
ど
の
課
外

授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
土

曜
日
に
は
４
歳
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル（
英

語
教
室
）
も
開
講
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

石
川
保
育
園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▷指定管理者	 	（社福）	千早赤阪福祉会
▷所 在 地	 	河南町大字一須賀76

番地
▷対　　象	 	生後２か月児～5歳児
▷保育時間	 月～土曜日
	 午前９時～午後５時
										（	早朝保育は午前7時～9時、

延長保育は午後5時～7時）
▷定　　員	 90人

中
央
保
育
所●

は
中
央
保
育
園●

に

　
「
中
央
保
育
所
」
は
、
４
月
か
ら
「
中
央
保
育

園
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
よ
り

き
め
細
や
か
な
保
育
が
で
き
る
よ
う
、
定
員
を

１
２
０
人
か
ら
90
人
に
変
更
し
、
早
朝
保
育
を

午
前
７
時
か
ら
に
早
め
ま
し
た
。

	

昭
和
49
年
の
開
設
以
来
、
地
域
の
人
々
と
一
緒

に
歩
ん
で
き
た
38
年
。
今
後
も
地
域
と
の
連
携

を
大
切
に
、
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き

ま
す
。

つくしっこ広場
　　　春風コンサート

０
～
５
歳
児
室
・
芝
生
広
場

園
庭

課
外
教
室

石
川
小
学
校
の

　
　
　
　
　

思
い
出
胸
に
…

　

保
育
園
の
入
口
に
は
、
愛
ら
し
い
動
物
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
。
こ
れ
は
、
明
治
４
年
か
ら

１
３
９
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
刻
ん
だ
旧
石
川

小
学
校
の
記
念
碑
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
明
る

い
未
来
を
創
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
、
石
川
小
学
校
閉
校
記
念
事
業
実
行

委
員
会
が
設
置
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
保
育
園
で
い
き
い
き
と
過
ご
す
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ

•
	

保
育
園
に
関
す
る
申
請
・
保
育
料
な
ど　

こ
ど
も
１
ば
ん
課
子
育
て
応
援
係

•

保
育
内
容
な
ど　

石
川
保
育
園　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
９
０
）
２
０
６
８
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民
健
康
保
険
特
別
会
計
ほ
か
６
特
別
会
計

（
水
道
事
業
会
計
含
む
）
は
46
億
５
１
３
９

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
参
照
）。

　

町
税
を
は
じ
め
と
す
る
自
主
財
源
の
収
入

増
が
見
込
め
な
い
中
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
伴
う
医
療
費
や
福
祉
関
係
経
費
な
ど
の
扶

助
費
の
増
が
見
込
ま
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
第
四
次
総
合
計
画

の
推
進
を
念
頭
に
置
き
、「
改
革
と
創
造
」

を
よ
り
一
層
進
め
る
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

に
あ
る
な
か
、
第
四
次
総
合
計
画
の
将
来
像

を
実
現
す
る
た
め
、
４
月
に
開
園
す
る
石
川

町民税

5億5,753万円
　　　（10.8％）

固定資産税

8億740万円
　（15.6％）

地方交付税
17億7,000万円
　　（34.3％）

14億9,297万円
　　（28.9％）

国庫支出金
3億8,131万円
　（7.4％）

その他の町税
1億2,804万円
　　（2.5％）

諸収入
5,775万円
　（1.1％）

繰入金
3億119万円
　　（5.8％）

※「使用料ほか」の内訳
　分担金および負担金 5,143万円
　使用料および手数料 8,626万円
　財産収入 475万円
　繰越金 3,000万円

使用料ほか
1億7,244万円
　　（3.3％）

府支出金
2億9,382万円
　　（5.7％）

その他　3億100万円（5.8％）

依存
財源

自主
財源

町

税

※「その他」の内訳
　地方譲与税 5,000万円
　利子割交付金 800万円
　配当割交付金 600万円
　株式等譲渡所得割交付金 100万円
　地方消費税交付金 1億5,000万円
　ゴルフ場利用税交付金 4,200万円
　自動車取得税交付金 2,500万円
　地方特例交付金 1,600万円
　交通安全対策特別交付金 300万円

町債
3億9,830万円
（7.7％）

60.9％
39.1％

一般会計　51億6,878 万円

歳　入

総額98億 2,017万円総額98億 2,017万円総額98億 2,017万円
　

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

予
算
総
額
は
、
98
億
２
０
１
７
万
円
（
前

年
度
当
初
比
4.6
％
減
）
で
す
。

　

一
般
会
計
は
51
億
６
８
７
８
万
円
で
、
国

平
成
24
年
度

～ 当初予算のあらまし ～

予
算

自
主
財
源
…�

町
税
や
使
用
料
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
徴
収
・

収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
を
い
い
ま
す
。

依
存�

財
源
…
国
や
府
の
関
与
を
受
け
る
財
源
を
い
い
ま
す
。

保
育
園
の
運
営
経
費
や
中
学
校
給
食
を
見

据
え
た
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
経
費
を
計
上

す
る
な
ど
、
教
育
・
子
育
て
施
策
に
重
点

を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

緊
急
性
・
継
続
性
の
高
い
事
業
を
中
心
に
、

よ
り
一
層
、
安
全
・
安
心
・
安
住
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
の
概
要
は
グ
ラ
フ
の

と
お
り
で
す
。

　

町
税
は
、
年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
な
ど

に
よ
る
増
収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
法

人
収
益
の
落
ち
込
み
や
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
に
よ
る
減
収
に
よ
り
14
億
９
２
９

７
万
円
（
前
年
度
当
初
比
2.7
％
減
）、
地
方

交
付
税
は
、
17
億
７
０
０
０
万
円
（
同
3.5
％

増
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
は
、
財
源
不
足
を

補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
や
教
育
・
子
育
て
基
金
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、３
億
１
１
９
万
円
（
同
37
・
１
％
減
）、

町
債
は
、３
億
９
８
３
０
万
円
（
同
35
・
４
％

減
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
15
億
８
３
１
５
万
円
（
前

年
度
当
初
比
22
・
９
％
減
）
で
、
子
ど
も

手
当
給
付
事
業
や
石
川
保
育
園
運
営
事
業

な
ど
、
子
育
て
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
７
億
１
６
１
７
万
円
（
同

1.3
％
減
）
で
、
中
村
小
学
校
体
育
館
地
震

補
強
事
業
や
中
学
校
体
育
館
整
備
実
施
設

計
の
ほ
か
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
実

施
設
計
を
行
う
な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
安

全
な
教
育
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

総
務
費
は
、
６
億
９
８
９
９
万
円
（
同

8.9
％
減
）
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
事
業
、

地
区
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
や
町
議
会
議

員
一
般
選
挙
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
衛
生
費
５
億
３
０
５
０
万

円
（
同
0.2
％
増
）、
土
木
費
５
億
１
４
４
６

万
円
（
同
23
・
２
％
増
）、
消
防
費
２
億
４

５
９
４
万
円（
同
12
・７
％
増
）な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
人
事
財
政
課
財
政
係

歳
入

歳
出

一
般
会
計

�2012．4



　一人ひとりが輝くまちづくり
	
　集会所公共下水道接続事業	 260万円
　人権啓発事業	 295万円
　男女共同参画プラン策定事業	 87万円
　英語青年招致事業（中学校）	 514万円
　英語および国際理解教育推進事業（小学校）	 1,038万円
　大宝地区公民館改修事業	 1,900万円
　ＮＨＫラジオ体操実施事業	 82万円
　テニスコート改修事業	 2,000万円

　子どもたちの笑顔あふれるまちづくり
	
　子ども医療助成事業	 3,227万円
　子育てセンター事業	 760万円
　子育て支援一時預かり事業	 595万円
　子ども手当給付事業	 ２億6,767万円
　石川保育園運営事業	 8,872万円
　中央保育園施設改修事業	 2,266万円
　母子保健事業	 1,562万円
　使える英語プロジェクト事業	 218万円
　スクールバス運行事業	 1,870万円
　中村小学校体育館地震補強事業	 3,708万円
　町立中学校体育館整備事業	 2,170万円
　放課後児童健全育成事業	 1,083万円
　学校給食センター整備事業および関連事業	 4,533万円

　安全で安心して暮らせるまちづくり
	
　地区防犯灯維持管理助成事業	 594万円
　青色回転灯防犯パトロール支援事業	 110万円
　地域福祉計画策定事業	 171万円
　障がい者自立支援給付等事業	 １億2,133万円
　やまなみホール改修事業	 250万円
　子宮頸がん等ワクチン接種事業	 1,403万円
　予防接種事業	 2,002万円
　ため池耐震性調査診断事業	 125万円
　住宅・建築物耐震化促進事業	 273万円
　消防分団車庫建設事業	 300万円
　救急車導入事業	 3,914万円

　快適な生活基盤の充実したまちづくり
	
　地域公共交通調査検討事業	 144万円
　町道河南橋山城線交差点改良事業	 343万円
　町道一須賀大宝線歩道帯整備事業	 3,000万円
　集落内道路改修事業	 1,800万円
　橋梁改修事業（島川橋）	 １億　111万円
　準用河川天満川改修事業	 829万円
　公共下水道整備事業	 ３億1,676万円

　美しい水とみどり豊かなにぎわいのあるまちづくり
	
　太陽光発電システム整備補助事業	 210万円
　ごみ減量対策事業	 2,894万円
　青年就農給付金交付事業	 150万円
　有害鳥獣捕獲助成事業	 244万円
　土地改良整備調査事業	 191万円
　畑田水路改修事業	 100万円
　かなんブランド商品開発事業	 69万円
　かなん桜プロジェクト事業	 414万円

　その他
	
　かなんフェス開催事業	 150万円
　住民サービス向上事業	 930万円
　庁舎改修事業	 1,300万円
　町議会議員一般選挙事業	 680万円

平成24年度 主要事業（一般会計）

■会計別の当初予算

民生費

6億9,899万円
　（13.5％）

議会費

総務費

5億1,446万円
　　  （9.9％）

教育費

15億8,315万円
　　（30.6％）

公債費
6億5,472万円
　（12.7％）

土木費

7億1,617万円
　（13.9％）

衛生費
5億3,050万円
　　（10.3％）

農林水産業費
7,641万円（1.5％）

2億4,594万円（4.8％）

1億1,131万円（2.1％）

3,713万円
　（0.7％）

消防費

商工費ほか

一般会計　51億6,878 万円

歳　出

総額98億総額98億総額98億

会　　計　　名 予 算 額 対前年度
増 減 率

一 般 会 計 51億6,878万円 △ 8.5％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 19億  901万円 4.6％

後期高齢者医療特別会計  2億  953万円 15.1％

介 護 保 険 特 別 会 計  12億8,688万円 0.9％

下 水 道 事 業 特 別 会 計   6億5,131万円 △ 1.0％

土 地 取 得 特 別 会 計      138万円 △ 11.4％

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 753万円 △ 31.2％

水道事業会計

収益的
収入   3億4,892万円 △ 2.2％

支出   3億4,869万円 △ 3.2％

資本的
収入   1億  126万円 △ 11.1％

支出   2億3,706万円 △ 27.6％

予　算　総　額 98億2,017万円 △�4.6％
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平
成
24
年
度
の
取
り
組
み

　

平
成
24
年
度
も
ま
ち
の
将
来
像

「
豊
か
な
自
然
と
文
化　

と
も
に
創

る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
最
上

位
計
画
で
あ
る「
第
四
次
総
合
計
画
」

の
施
策
体
系
に
沿
っ
て
、
本
年
度
の

主
要
施
策
・
新
規
事
業
を
紹
介
し
ま

す
。●

人
権
尊
重
・
平
和
の
推
進

•
�

啓
発
冊
子
の
作
成
な
ど
に
よ
る
人

権
啓
発
や
人
権
相
談
の
実
施

•
�

平
和
を
考
え
る
町
民
の
集
い
や
平

和
バ
ス
ツ
ア
ー
の
実
施

●
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
�　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

　
�　

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
検

討
•
�

各
種
講
座
や
男
女
共
同
参
画
ニ
ュ

ー
ス
な
ど
を
通
じ
た
啓
発
活
動
の

実
施

●
国
際
交
流
の
推
進

•
�

英
語
指
導
助
手
の
配
置
（
小
学
校

に
2
名
、
中
学
校
に
1
名
）

　
　

�

幼
稚
園
や
保
育
園
で
も
英
語
を

学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す

•

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
制
度
の
制
度
設
計

●
生
涯
学
習
の
支
援

•
�

中
央
公
民
館
の
耐
震
改
修
（
実
施

設
計
）

•
�

大
宝
地
区
公
民
館
の
屋
根
防
水
改

修
　
　

�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
も
設
置

し
ま
す

•
�

大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
に
よ
り

講
座
を
実
施

●
文
化
・
芸
術
の
振
興

•
�

ぷ
く
ぷ
く
サ
ン
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

の
実
施

　
　

�

大
阪
芸
術
大
学
と
の
共
催
で
、

町
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん
も
参
加
し
ま
す

●�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

　

�　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修

　
　

�

砂
入
り
人
工
芝
を
全
面
的
に
張

替
え
し
ま
す

　

�　
総
合
体
育
館
の
改
修
基
本
計
画

の
策
定

　

�　
夏
季
巡
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
体
操

の
開
催

武田町長は、3月の町定例議会で平成24年度の施政運営方針を発表しました。
「改革」と「創造」の精神のもと、すべての人々が誇りをもち、笑顔あふれるまちの
実現をめざします。

改革と創造
は
じ
め
に

　

私
は
今
、
町
長
と
し
て
2
期
目
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
早
い
も
の
で
、
あ
と
1
か
月
で

２
期
目
も
２
年
を
全
う
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
折
り
返
し
点
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
こ
の
2
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、私
が「
改
革
と
創
造
」、

「
誇
り
高
き　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
河
南

町
の
成
長
戦
略
」
と
し
て
掲
げ
た
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
込
め
た
思
い
は
、
概

ね
順
調
に
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
、
住
民
並
び
に
町
議
会

の
皆
様
の
ご
理
解
や
支
え
が
あ
れ
ば

こ
そ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
課
題
は
残
っ
て
お
り

ま
す
。
残
る
２
年
の
任
期
に
つ
き
ま

し
て
も
、
な
お
一
層
、
精
力
的
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
に
お
け
る
取
り
組
み
の
一
例

を
申
し
上
げ
ま
す
と
、
4
月
に
は
近

つ
飛
鳥
小
学
校
を
開
校
し
、
新
た
な

歴
史
の
1
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
体
育
館

や
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
向
け
た

給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
基
本
計
画
の

策
定
な
ど
教
育
環
境
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
待
機

児
童
の
解
消
と
新
た
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
石
川
保
育
園
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
子
育
て

支
援
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ァ
イ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
の

結
成
や
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る

補
助
制
度
の
創
設
、
島
川
橋
の
架
け

替
え
な
ど
、
安
全
・
安
心
・
安
住
の

ま
ち
を
め
ざ
し
た
諸
施
策
の
実
施
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
、
も
う
す
ぐ
1
年
が
た
と
う
と
し

て
い
ま
す
。
地
震
、
津
波
に
原
子
力

災
害
も
加
わ
り
、
被
災
地
の
皆
さ
ん

の
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
全
体
の

経
済
・
産
業
活
動
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
し
た
。
本
町
で
は
、
住
民

の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
職
員
の

派
遣
や
食
糧
・
物
資
の
支
援
、
募
金

活
動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
で
き
る
限

り
の
被
災
地
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減

少
社
会
の
到
来
、
世
界
的
な
金
融
危

機
が
も
た
ら
す
極
端
な
円
高
に
よ
る

輸
出
産
業
の
不
振
や
生
産
拠
点
の
海

外
へ
の
移
転
な
ど
、
日
本
は
非
常
に

厳
し
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
、
改
め
て
重
責
を
自
覚
し
、

決
意
も
新
た
に
し
て
、
輝
か
し
い
わ

が
町
の
未
来
を
創
造
す
る
、
そ
し
て

共
助
の
精
神
を
も
っ
て
豊
か
な
日
本

の
一
翼
を
担
う
と
い
う
気
概
を
も
っ

て
、
住
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成24年度 施政運営方針要旨

新新新新

新新新新新新

「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
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●
心
豊
か
な

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成

　

�　
南
加
納
地
区
老
人
集
会
所
を
公

共
下
水
道
に
接
続

●
子
育
て
支
援
の
充
実

　

�　
石
川
保
育
園
と
中
央
保
育
園
の

２
園
体
制
に
よ
る
保
育
の
実
施

　
　

�

延
長
保
育
を
早
朝
7
時
か
ら
に

拡
大
し
ま
す

　
　

�

０
歳
児
の
受
け
入
れ
を
生
後
2

か
月
か
ら
に
拡
大
し
ま
す

　
　

�

石
川
保
育
園
で
は
町
内
在
住
の

就
学
前
乳
幼
児
を
対
象
に
、
病

後
児
保
育
を
実
施
し
ま
す

•

子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　
　

�

お
や
こ
園
で
の
「
し
ゅ
っ
ぽ
っ

ぽ
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば
」、「
こ
ど

も
え
ほ
ん
し
つ
」

　
　

�

各
地
域
ラ
ン
ド
で
の
交
流
、
子

育
て
教
室
、
育
児
相
談

　
　

�

就
学
前
児
童
の
一
時
預
か
り
な

ど
を
行
い
ま
す

　

�　
地
域
療
育
支
援
事
業
及
び
地
域

療
育
充
実
事
業

　
　

�

発
達
の
心
配
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
療
育
訓
練
や
自
立
支
援
を

行
い
ま
す

•

心
理
相
談
員
配
置
事
業

•

子
ど
も
の
医
療
費
の
助
成

　
　

�

通
院
は
小
学
校
修
了
前
ま
で
、

入
院
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
助

成
し
ま
す

•

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助
成

•

小
児
救
急
医
療
の
実
施

　
　
母
子
保
健
事
業

　
　

�

乳
幼
児
健
康
診
査
や
こ
ん
に
ち

は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
な
ど
を
実
施

　
　

�
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
の
上
限

を
５
１
，２
０
０
円
か
ら
９
２
，

１
０
０
円
に
増
額
し
ま
す

•
�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
各
小
学
校

区
４
ク
ラ
ブ
）
の
運
営
支
援

●
教
育
の
充
実

•
�

幼
稚
園
で
放
課
後
の
預
か
り
保
育

を
実
施

•
�

町
立
中
学
校
体
育
館
の
整
備
（
実

施
設
計
）

　
　

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
公
式
戦

や
剣
道
場
に
も
利
用
で
き
る
体

育
館
で
す

•
�

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み

　
　

�

中
学
校
給
食
に
も
対
応
す
る
新

た
な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建

設
の
た
め
の
実
施
設
計
や
中
学

校
配
膳
室
整
備
の
た
め
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
す

•
�

中
村
小
学
校
体
育
館
の
耐
震
等
大
規

模
改
造
お
よ
び
下
水
道
接
続
事
業

　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

　
　

�

新
た
に
、
中
村
小
学
校
に
通
学

す
る
寛
弘
寺
地
区
出
屋
敷
の
児

童
を
対
象
と
し
て
運
行
し
ま
す

•
�

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
、
子
ど

も
科
学
賞
展
の
実
施

•

使
え
る
英
語
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　

�

使
え
る
英
語
を
身
に
つ
け
、
平

成
25
年
度
に
は
、
中
学
3
年
生

の
30
％
が
英
検
３
級
相
当
に
な

る
の
が
目
標
で
す

●�
家
庭
と
地
域
に
お
け
る

教
育
機
能
の
充
実

•
�

Ｃ
Ａ
Ｐ（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
実
施

•
�

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配

置●
青
少
年
の
健
全
育
成

•

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施

•
�

青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
へ
の

助
成

　
　

�

パ
ト
ロ
ー
ル
や
「
あ
そ
び
の
ひ

ろ
ば
」
を
実
施
し
ま
す

●
地
域
福
祉
の
充
実

　
　
第
2
期
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

　
　

�

み
ん
な
で
支
え
合
う
地
域
社
会

づ
く
り
の
元
に
な
る
計
画
を
策

定
し
ま
す

•

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
運
営
補
助

•
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置

　

�　
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
改
修
の
基
本

計
画
を
策
定

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実

•

介
護
保
険
事
業
の
充
実

　
　

�

緊
急
通
報
装
置
の
貸
与
に
替
え

て
、
毎
月
電
話
に
て
健
康
状
態

な
ど
を
確
認
す
る
「
お
元
気
コ

ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す

●
障
が
い
者（
児
）福
祉
の
充
実

•
�

障
が
い
者
（
児
）
の
日
常
生
活
用

具
を
給
付

•
�

障
が
い
者
（
児
）
の
補
装
具
の
交

付
・
修
理

•

障
が
い
者
の
自
立
支
援
給
付

•

わ
か
ば
作
業
所
へ
の
運
営
助
成

●
保
健
・
医
療
の
充
実

•
�

特
定
健
康
診
査
及
び
各
種
が
ん
検

診
等
の
実
施

　
　

�

女
性
特
有
の
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
、
働
く
世
代
の
大
腸

が
ん
検
診
と
し
て
、
一
定
の
年

齢
の
方
を
対
象
に
無
料
ク
ー
ポ

ン
を
配
布
し
ま
す

•
�

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
全
額
助
成

•
�

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
費
用
の
一
部
助
成

●
災
害
・
危
機
に
強
い

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

•

住
宅
、
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

　
　

�

住
宅
の
耐
震
診
断
費
、
木
造
住

宅
の
耐
震
改
修
費
、
耐
震
設
計

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
　

�

ま
ち
ま
る
ご
と
耐
震
化
支
援
事

業
を
実
施
し
ま
す

　

�　
た
め
池
耐
震
性
調
査
診
断
事
業

（
今
池
）

　
　

�

大
規
模
連
動
地
震
に
対
す
る
耐

震
性
に
つ
い
て
調
査
・
診
断
を

行
い
ま
す

•
�

地
区
防
犯
灯（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
新
設・

取
替
へ
の
助
成

•
�

青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車

の
地
域
へ
の
貸
与

•
�

各
地
区
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費

用
を
補
助

新新新新新新

拡充拡充

拡充拡充

新新新新

新新

「
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

� 2012．4



●
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
�　

高
規
格
救
急
車
お
よ
び
消
防
指

令
車
の
更
新

　
　

�
最
新
の
救
命
機
器
を
備
え
た
救

急
車
に
よ
り
救
命
率
の
向
上
を

め
ざ
し
ま
す

•
�

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
（
フ
ァ
イ
ア
・

ジ
ュ
ニ
ア
）
の
運
営

　
　

�

将
来
の
地
域
防
災
を
支
え
る
人

づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

•

普
通
救
命
講
習
会
の
開
催

●
消
費
者
保
護
と

　

雇
用
対
策
の
充
実

•
�

求
人
情
報
の
提
供
や
職
業
能
力
開

発
講
座
な
ど
の
開
催

●
道
路
・
交
通
体
系
の
整
備

•

集
落
内
道
路
整
備
事
業

　
　

�

大
宝
地
区
内
な
ど
の
舗
装
や
各

地
区
間
、
地
区
内
の
道
路
改
修

を
行
い
ま
す

•�

橋
梁
改
修
事
業
お
よ
び
橋
梁
長
寿

命
化
事
業

　
　

�

島
川
橋
の
架
け
替
え
や
ほ
か
の

橋
梁
の
修
繕
を
行
い
ま
す

●
地
域
公
共
交
通
の
充
実

•

地
域
公
共
交
通
調
査
検
討
事
業

　
　

�

や
ま
な
み
バ
ス
の
再
編
の
検
討

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
安
定
し
た
水
の
供
給

•

上
水
道
施
設
の
改
良
事
業

　
　

�

白
木
ポ
ン
プ
場
・
さ
く
ら
坂
低

区
配
水
池
の
高
圧
受
電
設
備
更

新
の
た
め
の
設
計
、
大
宝
系
テ

レ
メ
ー
タ
の
更
新
工
事
、
大
宝

高
区
配
水
池
の
耐
震
診
断

　
　

�

中
、
加
納
、
山
城
地
区
な
ど
に

お
け
る
配
水
管
の
布
設
替
え
を

行
い
ま
す

●
下
水
道
の
整
備

•

汚
水
管
渠
整
備
事
業

　
　

�

中
、
白
木
、
加
納
、
神
山
の
各

地
区
で
整
備
を
進
め
、
水
洗
化

を
促
進
し
ま
す

•

大
宝
地
区
内
の
管
更
生
事
業

●
河
川
の
整
備

•

１
級
河
川
「
梅
川
」
の
整
備
促
進

•

準
用
河
川
天
満
川
の
改
修

●
交
通
安
全
対
策
の
充
実

•
�

町
道
一
須
賀
大
宝
線
の
歩
道
帯
整

備

•
�

町
道
河
南
橋
山
城
線
の
下
東
條
橋

東
詰
め
の
交
差
点
改
良

•
�

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
整
備

●
み
ど
り
の
保
全
と
創
造

•
�

「
自
然
と
歴
史
の
散
歩
道
」
の
ル

ー
ト
整
備

•
�

弘
川
寺
さ
く
ら
ま
つ
り
や
里
山
保

全
活
動
へ
の
助
成

•

公
園
維
持
事
業

　
　

�

遊
具
の
更
新
や
時
計
の
設
置
を

行
い
ま
す

●
環
境
保
全
・
美
化
の
推
進

•
�

美
し
い
河
南
町
条
例
に
基
づ
く
啓

発
な
ど
の
推
進

•

地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
事
業

　
　

�

環
境
映
画
の
上
映
や
講
演
、
啓

発
用
グ
ッ
ズ
配
布
な
ど
の
啓
発

を
行
い
ま
す

●
資
源
循
環
型
社
会
の
形
成

•
�

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

対
す
る
補
助

　
　

�

期
間
を
１
年
延
長
し
て
、
平
成

24
年
度
も
補
助
を
実
施
し
ま
す

•
�

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
対
す

る
助
成

•
�

ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
の
推

進●
美
し
く
魅
力
的
な
ま
ち
の
形
成

•

か
な
ん
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
　

�

ま
ち
の
木
「
さ
く
ら
」
の
計
画

的
な
植
樹
や
「
さ
く
ら
」
に
ち

な
ん
だ
商
品
開
発
の
支
援
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す

●
商
工
業
の
振
興

•
�

か
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
促

進

•
�

小
規
模
企
業
事
業
資
金
融
資
の
信

用
保
証
料
を
補
給

•

富
田
林
商
工
会
へ
の
助
成

●
農
林
業
の
振
興

　

�　
（
仮
称
）
道
の
駅
か
な
ん
大
阪

産も
ん
友
の
会
の
運
営
に
対
す
る
補
助

•

農
作
物
被
害
防
止
事
業

　
　

�

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
防
止
の

た
め
、
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
イ
ノ
シ

シ
防
止
柵
な
ど
の
設
置
に
対
す

る
補
助
を
行
い
ま
す

•
�

狩
猟
免
許
取
得
経
費
な
ど
の
一
部

助
成

•

土
地
改
良
整
備
調
査
事
業

　
　

�

河
南
中
部
地
区
（
中
、
馬
谷
、

芹
生
谷
）
の
ほ
場
整
備
計
画
の

策
定
に
向
け
た
調
査
を
実
施
し

ま
す

•
�

造
林
、
下
刈
り
、
除
間
伐
な
ど
の

補
助

●
そ
の
他

•
�

役
場
庁
舎
の
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
や

案
内
表
示
の
改
善

•
�

省
エ
ネ
化
を
め
ざ
し
た
庁
舎
改
修

（
実
施
設
計
）

　

�　
（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
の
制
定

　
　

�

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

住
民
、
議
会
、
行
政
の
役
割
や

協
働
の
基
本
ル
ー
ル
を
定
め
る

条
例
で
す

　
平
成
24
年
度
施
政
運
営
方
針
の
全

文
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
→
町
長
の
部
屋
→（http:

//w
w
w
.tow

n.kanan.osaka.
jp/chouchou/index.htm

l

）

内
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
秘
書
企
画
課
秘
書

企
画
係

　

今
後
と
も
、「
改
革
」
と
「
創
造
」

を
旗
印
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
々
が

誇
り
を
も
ち
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
し
っ
か
り
と
思
い
描
き
、
熱
い
情

熱
を
も
っ
て
、
安
全
・
安
心
・
安
住
、

子
育
て
・
教
育
、
芸
術
・
文
化
、
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
諸
課
題
に

対
応
し
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
を
め

ざ
し
て
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
住
民
並
び
に
町

議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新新

新新

新新

「
美
し
い
水
と
み
ど
り
豊
か
な

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
快
適
な
生
活
基
盤
の

充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
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二
〇
一
二
年
の
今
年
、
一
月
十
三
日
の
出

来
事
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
豪
華
客
船
が
、

そ
の
国
土
近
く
で
坐
礁
し
、
身
動
き
が
で
き

な
く
な
る
と
い
う
事
故
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
客
船
は
全
長
二
七
〇
米
、
ト
ン
数
は

十
万
ト
ン
を
超
す
と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
、
ま

る
で
小
山
の
よ
う
な
巨
大
さ
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。
事
故
後
の
映
像
で
見
ま
す

と
、
す
で
に
船
体
は
九
十
度
近
く
傾
い
て
お

り
、
亡
く
な
っ
た
人
も
数
十
人
と
い
わ
れ
、

最
近
に
お
け
る
最
大
の
海
難
事
故
と
な
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
次
第
に
詳
報
が
入
る
中
で
、

船
長
は
事
故
後
、
い
ち
早
く
一
般
客
と
共
に

ボ
ー
ト
で
逃
れ
た
と
の
こ
と
で
、
船
客
の
安

否
も
十
分
把
握
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
責
任
を

追
及
す
る
声
が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
に
触
れ
て
、
私
が
少
年
時
代
に

読
み
、深
く
感
動
し
た
、イ
タ
リ
ア
の
ア
ミ
ー

チ
ス
氏
の
著
に
な
る『
ク
オ
レ
』の
中
の『
難

破
船
』
の
抄し
ょ
うを

思
い
出
し
ま
し
た
。
要
約
し

て
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
初
冬
の
あ
る
朝
、
イ
ギ
リ
ス
の
リ

バ
プ
ー
ル
か
ら
一
隻
の
汽
船
が
イ
タ
リ
ア
の

マ
ル
タ
島
に
向
け
て
出
帆
し
ま
し
た
。

　

三
等
船
客
に
マ
リ
オ
と
呼
ぶ
十
二
歳
に
な

る
少
年
が
い
ま
し
た
。
小
柄
な
が
ら
凛り

り々

し

い
引
き
締
ま
っ
た
顔
を
し
て
お
り
、
甲
板
に

丸
め
て
置
か
れ
た
ロ
ー
プ
の
上
に
腰
を
お
ろ

し
て
、
移
り
ゆ
く
周
り
の
景
色
を
眺
め
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
、
水
夫
の
一
人
が
少
女
の
手
を
引

い
て
、
マ
リ
オ
の
前
に
立
ち
ま
し
た
。

「
マ
リ
オ
、
君
に
、
い
い
道
連
れ
が
で
き
た

よ
。」

　

そ
う
言
う
と
、
少
女
を
置
い
て
、
そ
の
場

を
去
り
ま
し
た
。
少
女
は
少
年
の
傍
か
た
わ
らに

腰
を

お
ろ
し
ま
し
た
。
少
年
が
、「
ど
こ
ま
で
行

く
の
？
」
と
、
聴
き
ま
す
と
「
マ
ル
タ
よ
、

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
会
い
に
行
く
の
、

私
の
名
は
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
っ
て
い
う
の
」

　

風
は
次
第
に
強
く
な
り
、
船
は
激
し
く
揺

れ
ま
し
た
。

　

少
年
は
も
う
両
親
が
亡
く
な
り
、
遠
い
親

類
を
訪
ね
て
、
帰
郷
の
途
中
で
し
た
。
少
女

は
ロ
ン
ド
ン
の
伯
母
の
家
の
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
伯
母
が
突
然
に
馬
車

の
事
故
で
亡
く
な
り
、
領
事
の
世
話
で
父
母

の
元
へ
帰
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
私
ね
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
来
れ
ば
十
三
歳
に

な
る
の
」
と
少
女
は
言
い
ま
し
た
。

　

少
女
は
編
み
物
を
し
、
少
年
は
物
思
い
に

沈
む
様
子
で
し
た
が
、
二
人
は
時
々
言
葉
を

交
わ
し
、
誰
の
目
に
も
仲
の
良
い
き
ょ
う
だ

い
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

夜
に
な
り
、
二
人
が
別
れ
て
寝
に
行
こ
う

と
し
て
、少
女
が
「
お
や
す
み
な
さ
い
」
と
、

言
っ
た
時
、
少
年
も
「
お
や
す
み
な
さ
い
」

と
言
お
う
と
し
た
と
た
ん
、
思
い
が
け
ぬ
波

し
ぶ
き
に
激
し
く
打
た
れ
、
バ
タ
リ
と
前
に

の
め
り
ま
し
た
。

「
ア
ラ
大
変
、
血
が
出
て
い
る
わ
」
少
女
は

叫
ん
で
、少
年
の
上
に
か
が
み
こ
み
ま
し
た
。

マ
リ
オ
は
打
っ
た
拍
子
に
一
瞬
気
を
失
っ
た

よ
う
で
し
た
。少
女
は
額
の
血
を
拭
き
と
り
、

自
分
の
頭
の
赤
い
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
を
と
っ

て
、
マ
リ
オ
の
頭
に
巻
き
つ
け
て
、
そ
の
端

を
結
ぶ
た
め
に
、
マ
リ
オ
の
頭
を
自
分
の
胸

に
押
し
つ
け
ま
し
た
。
そ
の
時
、
一
滴
の
血

が
少
女
の
白
い
上
着
に
滲に
じ

ん
で
残
り
ま
し

た
。
マ
リ
オ
は
身
を
震
わ
し
て
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。「
い
い
の
？
」
と
、
少
女
が
聞
き

ま
し
た
。「
も
う
大
丈
夫
」
と
マ
リ
オ
が
答

え
ま
し
た
。「
じ
ゃ
、
お
や
す
み
な
さ
い
」

と
少
女
が
言
い
ま
し
た
。「
お
や
す
み
な
さ

い
」
と
マ
リ
オ
が
答
え
、
二
人
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
寝
室
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

あ
た
り
が
ま
だ
眠
り
に
つ
か
な
い
う
ち

に
、
恐
ろ
し
い
嵐
が
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　

嵐
は
そ
の
夜
を
通
し
て
ま
す
ま
す
激
し
く

な
り
、
山
の
よ
う
な
波
は
横
な
ぐ
り
に
船
を

打
ち
、
甲
板
の
上
で
砕
け
て
あ
ら
ゆ
る
物
を

海
に
投
げ
打
ち
ま
し
た
。「
大
ボ
ー
ト
を
お

ろ
せ
！
」
と
、
船
長
が
叫
び
ま
し
た
。
残
っ

て
い
た
最
後
の
ボ
ー
ト
に
人
々
は
と
り
つ
き

ま
し
た
。

　

本
船
の
甲
板
に
立
ち
つ
く
す
船
長
に
ボ
ー

ト
の
水
夫
が
叫
び
ま
し
た
。「
一
緒
に
、乗
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
、「
い
い
ん
だ
、
わ
し
は
、

こ
こ
に
残
る
」

　

船
長
の
意
志
の
固
さ
が
分
か
っ
た
ボ
ー
ト

の
水
夫
は
「
も
う
一
人
乗
れ
る
ッ
」
そ
の
時
、

甲
板
上
の
少
年
と
少
女
は
、
無
我
夢
中
で
、

争
っ
て
ボ
ー
ト
に
乗
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

「
二
人
は
無
理
だ
ッ
」
水
夫
の
声
と
共
に
こ

の
時
、
マ
リ
オ
は
少
女
の
上
着
の
胸
に
つ
い

た
血
痕
を
見
ま
し
た
。
マ
リ
オ
は
夢
中
で
叫

び
ま
し
た
。

「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
、
あ
な
た
だ
！　

あ
な
た

に
は
両
親
が
あ
る
。
僕
は
一
人
ぼ
っ
ち
だ
。

あ
な
た
に
譲
る
。
さ
あ
行
っ
て
！
」

　

少
年
は
少
女
の
体
を
海
へ
投
げ
ま
し
た
。

水
夫
が
少
女
を
ボ
ー
ト
に
引
き
上
げ
ま
し

た
。少
年
は
髪
を
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、ジ
ッ

と
動
か
ず
に
船
べ
り
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ト
が
本
船
を
離
れ
る
と
、
少
女
は

ワ
ァ
ー
と
嵐
の
よ
う
に
泣
き
ま
し
た
。「
さ

よ
う
な
ら
マ
リ
オ
ー
」
少
女
は
激
し
い
泣
き

声
を
上
げ
て
、
両
腕
を
少
年
の
方
へ
伸
ば
し

て
叫
び
ま
し
た
。

「
さ
よ
う
な
ら
！
さ
よ
う
な
ら
！
さ
よ
う
な

ら
！
」

　

少
年
も
手
を
高
く
上
げ
て
「
さ
よ
う
な

ら
！
」
と
こ
た
え
ま
し
た
。

　

海
水
は
す
で
に
甲
板
を
覆
っ
て
お
り
ま
し

た
。
突
然
、
マ
リ
オ
は
膝
を
つ
い
て
両
手
を

合
わ
せ
、
目
を
天
の
方
へ
上
げ
ま
し
た
。

　

少
女
は
顔
を
上
げ
ま
し
た
。
で
も
、
船
は

そ
こ
に
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

回
想
し
つ
つ
『
愛
と
責
任
と
』
そ
ん
な
言

葉
が
私
の
脳
裏
を
駆
け
め
ぐ
っ
て
お
り
ま
し

た
。

引
用
文
献

　

岩
波
書
店
発
行
、
岩
波
少
年
文
庫

　
『
ク
オ
レ
』―

愛
の
学
校―

　
（
元
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本　
次
男
）

シリーズ人権

し
あ
わ
せ

愛
と
責
任
と

『
ク
オ
レ
』
か
ら
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　町指定給水装置工事事業者と町排水設
備指定工事店を追加指定しました（平成
24年２月末時点）。
　給水装置の新設や改造・修繕などは指
定給水装置工事事業者に、排水設備工事
（便所や風呂などの生活排水を公共下水
道に接続する工事）は排水設備指定工事
店に必ず依頼してください。今回、指定
した業者以外にも指定業者はあります。
詳しくは問い合せてください。

▷問い合わせ　上下水道課

指定給水装置工事事業者・排水設備指定工事店の追加指定
町指定給水装置工事事業者・排水設備指定工事店（追加分） （順不同）

水道 下水 事業者名 所　在　地 電話番号
○ ○ 三村プラミング 河内長野市向野町677エスポワ

ール岩湧403 0721‒56‒2766
○ ○ 株式会社タル井 羽曳野市古市₂‒₃‒₉ 072‒957‒0288
○ ○ 株式会社畑本水道工業所 柏原市片山町16‒₇ 072‒977‒1787
○ ○ ゴトウ水設 藤井寺市小山₆－₃－₈ 072‒955‒7578
○ ○ 坂本配管工業所 岸和田市内畑町205‒10 072‒479‒0792

○ 株式会社辰巳水道 堺市西区浜寺船尾町西₂－162
－₃ 072‒261‒6793

○ ○ 株式会社樫儀設備 堺市堺区東湊町₃－1９2－₂ 072‒241‒2719
○ 株式会社ジャースト 八尾市植松町₅－₄－10 072‒983‒6860

○ 株式会社イースマイル 大阪市浪速区敷津東₂－₇－10 06‒6631‒7449

《
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を

　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
》

　

く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る

人
は
、
３
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改

造
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
台
所
・

風
呂
・
洗
濯
な
ど
の
排
水
や
浄
化
槽

に
つ
い
て
も
、
遅
滞
な
く
下
水
道
に

流
す
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
内
の
世

帯
で
、
ま
だ
下
水
道
に
接
続
を
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
接
続

し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
洗
便
所
改
造
資
金
の
助
成
》

　

３
年
以
内
に
水
洗
便
所
改
造
工
事

を
行
う
人
に
、
改
造
補
助
金
（
５
，

０
０
０
円
～
１
５
，
０
０
０
円
）
を

交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
造
資

金
の
融
資
あ
っ
旋
も
行
っ
て
い
ま
す

の
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い（
返
済
後
、

利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
）。

《
町
の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
で

　
な
け
れ
ば
工
事
は
で
き
ま
せ
ん
》

　

敷
地
内
の
排
水
管
工
事
や
公
共
ま

す
へ
の
接
続
は
、
町
の
条
例
で
排
水

設
備
指
定
工
事
店
で
の
施
工
を
義
務

付
け
て
い
ま
す
。

《
排
水
管
清
掃
の
訪
問
営
業
に
注
意
》

　
「
町
か
ら
の
依
頼
で
下
水
道
の
点

検
に
来
た
」
な
ど
と
言
い
、
点
検
後

「
清
掃
・
修
繕
が
必
要
」
と
し
て
法

外
な
費
用
を
請
求
（
い
わ
ゆ
る
「
点

検
商
法
」）
す
る
悪
質
業
者
が
い
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

《
下
水
道
使
用
料
は

　
　
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
納
付
》

　

下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
に
流

し
た
汚
水
量（
水
道
の
使
用
量
）に
応

じ
、
水
道
料
金
と
合
わ
せ
て
２
か
月

ご
と
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

《
受
益
者
負
担
金
》

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
の
土
地
の
所
有
者
な
ど

（
受
益
者
）
は
、
そ
の
区
域
の
土
地

面
積
に
応
じ
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
５
０
０
円
の
受
益
者
負
担
金
の

納
付
が
必
要
で
す
。

　

今
回
、
新
た
に
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
土
地
所

有
者
に
は
、
５
月
初
旬
に
受
益
者
申

告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
上
下
水
道
課
下
水

道
係

新
た
な

　
下
水
道

　

供
用
区
域

　
南
加
納
・
白
木
・
長
坂
・
神
山
・

中
地
区
（
図
の
黄
緑
色
の
部
分
）

で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

中村
小学校

主要地方道
柏原駒ヶ谷
千早赤阪線

天満川

中
集会所

南加納
集会所

梅
川

長坂集会所

白木
集会所

天
満
川

中地区白木・長坂地区 南加納地区

神山地区
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《
パ
ン
を
焼
こ
う　
前●

●期
》

　

カ
レ
ー
ベ
ー
コ
ン
ロ
ー
ル
パ
ン
・
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
パ
ン
な
ど
、
み
ん
な
で
パ
ン
を
焼
い
て
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
〜
10
月
の
第
２
土
曜
日　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
45
分
（
８
月
を
除
く
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
全
５
回
で
８
５
０
円
（
保
険
代
を

含
む
）

※
後
期
（
11
月
〜
翌
年
３
月
）
の
「
パ
ン
を
焼

こ
う
」
の
参
加
者
は
、
広
報
か
な
ん
10
月
号
で

募
集
し
ま
す
。
前
期
に
参
加
し
た
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

《
元
気
ク
ラ
ブ
》

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
や
鬼
ご
っ
こ
の

よ
う
な
昔
遊
び
を
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
〜
翌
年
３
月
の
第
２
土
曜
日　

午
後
１
時
〜
３
時
（
8
月
を
除
く
）

▽
場
所　
総
合
体
育
館
（
ぷ
く
ホ
ー
ル
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
年
間
３
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
）

《
描
こ
う　
作
ろ
う
》

　

陶
芸
や
工
作
、
絵
画
制
作
を
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
〜
翌
年
３
月
の
第
３
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
８
・
10
月
を
除
く
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
年
間
８
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
）

《
生
き
物
教
室
》

　

昆
虫
や
水
生
生
物
の
観
察
や
実
験
を
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
〜
翌
年
３
月
の
第
４
土
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　
河
内
小
学
校
（
内
容
に
よ
り
実
施
場

所
を
変
更
し
ま
す
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
年
間
７
０
０
円
（
保
険
代
を
含
む
）

《
各
教
室
へ
の
応
募
方
法
》

　

往
復
ハ
ガ
キ
で
〒
５
８
５
︱
８
５
８
５
（
住

所
不
要
）
河
南
町
教
育
委
員
会
教
育
課
「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
係
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

必
ず
往
信
用
裏
面
に
住
所
・
参
加
者
全
員
の
氏

名
、学
年
・
電
話
番
号
、参
加
し
た
い
教
室
名
を
、

返
信
用
表
面
に
は
返
信
先
の
宛
名
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

▽
応
募
期
限　
４
月
12
日
（
木
）（
必
着
）

▽
対
象　
町
内
在
住
の
小
学
生
（
原
則
全
日
程

参
加
で
き
る
人
）

※
各
小
学
校
で
実
施
す
る
「
放
課
後
子
ど
も
教

室
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
か
ら
配
布
す
る
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
・
問
い
合
わ
せ　
教
育
課
社
会
教
育
係

▽
対
象　
生
後
３
か
月
以
上
の
犬

▽
受
け
る
回
数　
1
回
（
毎
年
）

▽
手
数
料

•
 

狂
犬
病
予
防
注
射
手
数
料
お
よ
び
注
射
済
票

交
付
手
数
料　

３
，
２
０
０
円
（
内
訳
：
注

射
手
数
料
２
，
６
５
０
円
・
注
射
済
票
交
付

手
数
料
５
５
０
円
）

▽
今
回
の
集
合
接
種
で
、
狂
犬
病
予
防
注
射
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
新
し
く
犬
を
飼
い
始
め
た

場
合

•
 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
か
か
り
つ
け
の
動
物
病

院
な
ど
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
あ
と
獣

医
師
が
証
明
す
る
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」

を
持
っ
て
、
住
民
生
活
課
で
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
注
射
済
票
の
交
付

手
数
料
は
５
５
０
円
で
す
。）

•
 

犬
の
登
録
は
、
年
間
い
つ
で
も
住
民
生
活
課

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
登
録
手
数
料
は
１

頭
３
，
０
０
０
円
で
す
）。

▽
問
い
合
わ
せ　
住
民
生
活
課
衛
生
係

※雨天などによる実施の有無については、次の時間帯に住民生活課ま
で問い合わせてください。
•午前の接種　当日午前９時以降
•午後の接種　当日午後０時30分以降
※ 当日は、確実で安全な鎖、首輪を付け、犬を十分制御できる人が連

れて来てください。
※ 飼い犬が死亡したり、登録事項に変更があった場合は届け出てくだ

さい。

平成24年度飼犬登録及び狂犬病予防注射日程表
日程 地　　区　　名 場　　　所 時　　　間

₄
月
17
日（
火
）

東山・一須賀・大ヶ塚・山城
白木・今堂・長坂・寺田
芹生谷
中・馬谷
神山
寛弘寺

石川公園内
中央公民館前
芹生谷地区老人集会所前
中地区老人集会所前
神山地区老人集会所前
寛弘寺地区老人集会所前

10：00～11：40
13：00～13：25
13：40～14：00
14：15～14：40
14：55～15：20
15：35～16：00

雨天の時は、₄月24日（火）に延期します（小雨決行）

₄
月
18
日（
水
）

さくら坂一・二丁目
さくら坂三・四丁目・南
大宝二・三丁目
大宝一・四・五丁目

さくら坂中央公園内
さくら坂中央公園内
ネオポリス公園内
大宝中央公園内

₉：30～10：30
10：30～11：30
13：00～14：20
14：40～16：00

雨天の時は、₄月25日（水）に延期します（小雨決行）

₄
月
19
日（
木
）

平石
北加納
南加納
青崩
上河内
弘川、下河内
持尾
鈴美台一丁目
鈴美台三丁目

平石地区老人集会所前
北加納地区集落センター前
南加納地区老人集会所前
青崩地区集落センター前
上河内地区老人集会所前
下河内地区老人集会所前
持尾地区集落センター前
鈴美台一丁目地区集会所前
鈴美台三丁目地区集会所前

10：00～10：20
10：35～10：55
11：10～11：30
13：00～13：15
13：25～13：40
13：50～14：10
14：25～14：40
14：55～15：25
15：35～16：00

雨天の時は、₄月26日（木）に延期します（小雨決行）

放
課
後
子
ど
も
教
室

　
５
月
か
ら
実
施
！

愛
犬
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
！

集
合
接
種
を
行
い
ま
す
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町
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成

26
年
度
を
事
業
期
間
と
す
る
「
第
５

期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
で
、
第
１
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
の
人
）
の
介
護
保
険
料

（
月
額
基
準
保
険
料
）
は
、
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
は
、
各

年
度
の
町
民
税
課
税
状
況
や
前
年
の

合
計
所
得
金
額
に
応
じ
て
算
定
し
、

10
段
階
で
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
計
画
期
間
に
合

わ
せ
て
３
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
第

５
期
計
画
期
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

総
事
業
費
見
込
額
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
の
利
用
者
負
担
割
合
（
21
％
）

相
当
額
を
見
込
ん
で
、
保
険
料
基
準

額
を
決
定
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
介

護
報
酬
の
改
定
（
全
体
で
1.2
％
ア
ッ

プ
）
に
よ
る
給
付
費
の
増
額
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
介
護
給
付
費
準
備
基

金
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、
保
険
料
の

上
昇
抑
制
に
努
め
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険

者
）
を
対
象
に
、
４
月
中
旬
に
介
護

保
険
料
額
仮
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
金

額
や
世
帯
の
課
税
状
況
を
基
に
決
定

し
ま
す
が
、
４
月
１
日
現
在
で
は
、

23
年
中
の
所
得
金
額
が
確
定
で
き
な

い
た
め
、
前
年
度
の
保
険
料
額
お
よ

び
段
階
を
基
に
仮
決
定
し
た
保
険
料

額
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

《
特
別
徴
収

　
（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　
　
で
納
付
し
て
い
る
人
》

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
の
納
付
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
分
の
３
回
で
す
。

１
回
の
保
険
料
額
は
、
平
成
24
年
２

月
に
納
付
し
た
保
険
料
相
当
額
に
な

り
ま
す
。

《
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）

　
　
で
納
付
し
て
い
る
人
》

　

仮
決
定
し
た
保
険
料
の
納
付
は
、

４
月
・
５
月
・
６
月
分
の
３
か
月
で

す
。
１
か
月
分
の
保
険
料
額
は
、
平

成
23
年
度
の
保
険
料
額
（
年
額
）
を

12
か
月
で
割
っ
た
金
額
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
の
年
間
介
護
保
険
料

は
、
24
年
度
の
住
民
税
額
が
確
定
し

た
後
の
７
月
に
決
定
し
、
新
た
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
額
を
通
知
し

ま
す
。

　

７
月
に
確
定
す
る
介
護
保
険
料

は
、
４
月
中
旬
に
通
知
す
る
仮
決
定

保
険
料
を
差
し
引
い
た
金
額
と
な
り

ま
す
。

※
「
第
５
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の
内
容

は
、
４
月
上
旬
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
高
齢
障
が
い
福
祉

課
介
護
保
険
係

平
成
24
年
度
か
ら
の

介
護
保
険
料
が

　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

～
65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）～

◇１か月当たりの
月額基準保険料額

4,935円
（平成21年度～平成23年度

　4,698円）

●
介
護
保
険
料
額

　

仮
決
定
通
知
書
を

　

４
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

●
年
間
保
険
料
は

　

７
月
に

　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す

介護保険料の納め忘れはありませんか？
保険料は納期限までに納めましょう。 1�2012．4



　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
か
ら
被
保
険
者
に
、「
健
康
診
査

受
診
券
」
を
４
月
下
旬
頃
に
「
受
診

券
在
中
」
と
記
載
さ
れ
た
封
筒
で
送

付
し
ま
す
（
年
度
途
中
で
新
た
に
75

歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生
月
の
翌
月

当
初
に
順
次
送
付
し
ま
す
）。

　

受
診
券
が
届
き
ま
し
た
ら
、
住
民

健
診
ま
た
は
広
域
連
合
が
指
定
す
る

医
療
機
関
な
ど
で
、
受
診
券
に
記
載

さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で
無
料
（
年
度

中
に
１
回
）
で
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
事
前
に
医

療
機
関
な
ど
に
ご
連
絡
の
上
、
受
診

券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
３
月
に
75
歳
に
な
る
人

は
、
４
月
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
の

受
診
は
翌
年
度
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
75
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
町

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
同
じ
内
容
の
健
診
で
あ
る
「
特

定
健
診
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
関
す
る
お
知
ら
せ

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
が
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
さ
れ
た
場
合
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
の
助
成
を
受
け
る
時
は
、
町

保
険
年
金
課
窓
口
に
必
要
書
類
を
持

参
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成

は
年
度
中
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月
31
日
ま
で
）
１
回
で
、
２
６
，

０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　
人
間
ド
ッ

ク
の
領
収
書
の
コ
ピ
ー
、
人
間
ド
ッ

ク
検
査
結
果
通
知
書
な
ど
の
コ

ピ
ー
、
被
保
険
者
証
、
口
座
情
報
が

わ
か
る
も
の
、
印
鑑

▽
問
い
合
わ
せ

○�

制
度
全
般
に
関
す
る
こ
と　
大
阪

府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事

務
局

•
 

保
険
料
、
被
保
険
者
資
格
、
被
保

険
者
証
な
ど　

資
格
管
理
課

　
　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

•
 

給
付
事
務
、
保
健
事
業
（
健
康
診

査
）、
医
療
費
通
知
、
レ
セ
プ
ト

点
検
な
ど　

給
付
課

　
　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

•
 

事
務
局
庶
務
、
予
算
編
成
・
経
理
、

広
域
連
合
議
会
、
広
報
広
聴
な
ど

　

総
務
企
画
課

　
　

☎
06
（
４
７
９
０
）
２
０
２
９

○�

保
険
料
の
納
付
、
そ
の
他
各
種
届

出
に
関
す
る
こ
と　
町
保
険
年
金

課
老
人
医
療
係

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成

健
康
診
査

健
康
診
査
・

人
間
ド
ッ
ク

　

費
用
の
助
成

平
成

　

24
年
度

　
平
成
24
年
度
か
ら
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す
。

　

２
月
の
広
域
連
合
議
会
で
審

議
・
可
決
さ
れ
、
平
成
24
・
25
年

度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た
。《保険料の軽減について》

１�　世帯の所得水準に応じて、保険料の被保険者均等割額
（51,828円）が軽減されます。
　⑴�　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
「基礎控除額33万円」以下の人は、8.5割軽減され、7,774
円となります。

　⑵�　⑴の世帯に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保
険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得が０円）
の人は、９割軽減され、5,182円となります。

　⑶�　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
「基礎控除額33万円＋24.5万円×被保険者の数（被保険者
である世帯主を除く）」以下の人は、５割軽減され、25,914

円となります。
　⑷�　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
「基礎控除額33万円＋35万円×被保険者の数」以下の人は、
２割軽減され、41,462円となります。

２�　所得割額の賦課対象者のうち、所得割額算定にかかる被保険
者の所得が58万円以下（年金収入のみの場合は、その収入が
211万円以下）の人については、所得割額が５割軽減されます。
３�　後期高齢者医療制度に加入する前日において、会社の健康保
険や共済組合、船員保険の被扶養者であった人については、当
分の間、所得割額は課されず、被保険者均等割額が９割軽減さ
れます。

所得の判定区分 軽減
割合

軽減後の被保険者
均等割額（年額）

①　下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保険
者全員の各所得が0円であるとき（ただし、公的年金等控除額は
８0万円として計算する）

９割 ５，１８２円

②　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
基礎控除額（33万円）を超えないとき 8.5割 ７，７７４円

③　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基
礎控除額（33万円）＋24万5千円×被保険者の数（被保険者であ
る世帯主を除く）】を超えないとき

５割 ２５，９１４円

④　世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基
礎控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数】を超えないとき ２割 ４１，４６２円

《大阪府の平成24・25年度の保険料率》

保険料
（年額）
（限度額55万円）

被保険者均等割額
被保険者１人当たり
51,828円

所得割額
被保険者の所得×所得割率
10.17％

＝ ＋

※被保険者の所得は、年金収入のみの人で、その年金収入が330万円未満
の場合、「年金収入額－120万円（公的年金等控除額）－33万円（基礎控
除額）」となります。なお、マイナスの場合は０円です（遺族年金などの
非課税年金は上記の年金収入額には含みません）。

1� 2012．4



住
民
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

実
施
期
間

５
月
～
７
月
の
定
め
ら
れ
た
日

（
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
医
療
機
関
健
診
（
特
定
健
診
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
）
は
5
月
〜
平
成
25
年

3
月
に
行
い
ま
す
。

※
集
団
健
診
・
医
療
機
関
健
診
に
関

わ
ら
ず
、
各
種
検
診
は
年
度
を
通
じ

て
１
人
１
回
の
み
の
受
診
で
す
。

健
診
場
所

河
南
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
か

な
ん
ぴ
あ
）

対　
　
象

▽
が
ん
検
診　
会
社
な
ど
で
検
診

を
受
け
る
機
会
の
な
い
対
象
年
齢

の
住
民

※
医
療
保
険
に
関
係
な
く
対
象
年

齢
の
住
民
は
受
診
で
き
ま
す
。

※
検
診
項
目
に
よ
り
対
象
が
異
な
り

ま
す
。

▽
特
定
健
康
診
査　
40
～
74
歳
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
み

※
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」
が
必

要
で
す
。（
保
険
年
金
課
か
ら
4
月

以
降
発
送
予
定
）

▽
後
期
高
齢
者
健
康
診
査　
75
歳
以
上

※
「
後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
受

診
券
」
が
必
要
で
す
。

　
（ 

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
4
月
以
降
発
送
予
定
）

費　
　
用

一
部
の
検
診
で
費
用
負
担
が
必
要

　

当
日
受
付
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
に
は
、

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
の
送
迎
バ
ス
を

利
用
で
き
ま
す
。
時
刻
表
な
ど
詳
細

は
別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
健
診
は
、
あ
な
た
の
健
康
を
見
守
り
、
異
変
に
い
ち
早
く
気

付
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
そ
の
結
果
か
ら
普
段
の
生
活

を
見
直
し
、
健
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

各種検診の注意事項

〈特定健康診査〉
※健診当日に「特定健康診査受診
券」（保険年金課から4月以降発
送予定）と「国民健康保険被保険
者証」を必ず持参してください。
　国民健康保険加入者以外の人
は、各医療保険者に問い合わせて
ください。（医療保険者とは、健
康保険組合、全国健康保険協会、
共済組合などです。）

〈後期高齢者健康診査〉
※健診当日に「後期高齢者医療健康診査受
診券」（大阪府後期高齢者広域連合から4
月以降発送予定）と「後期高齢者医療被保
険者証」を必ず持参してください。

〈胸部ＣＴ検査〉
対象
①50歳以上の喫煙者で喫煙指
数600以上の人（＊）
②50歳以上の禁煙して5年以
内で、禁煙までの喫煙指数が
600以上の人
③50歳以上の希望者（喀

かくたん

痰検
査は不可）
※ただし①②の人を優先します。
＊喫煙指数＝1日のたばこ本数×喫煙
年数（例えば、たばこを1日20本ずつ
30年間吸っている人は20本×30年＝
600となります。）

※胸部ＣＴ検査対象者①②の
人でＣＴ検査を希望しない人
は、胸部レントゲン検査と喀
痰検査が受診できます（胸部
レントゲン検査か胸部ＣＴ検
査のいずれかのみ）。
※胃がん検診でバリウム服用
後のＣＴ検査は1週間以上空
ける必要があります。
（喀
かくたん
痰検査の方法）

申し込んだ人は指定日（検診
の約1週間前）に健康づくり
推進課で容器を受け取り、3
日分の痰を容器に入れて検診
当日に提出してください。

〈大腸がん検診〉
　申し込んだ人に大腸がん検診問診票、検
体塗布紙（2枚）を送ります。便を2回分
とって検診当日持参してください。

〈胃がん検診〉
　検診前日の夕食は午後9時まで
に済ませてください。検診当日は、
起床時から水、たばこ、その他一
切の飲食物をとらないでください。
次の人は胃がん検診（胃Ｘ線検査）
を受けることができません。
•�妊娠中または妊娠している可能
性のある人
•�長時間立っていることが困難な
人

（薬を服用中の人へ）
　検査当日の服用は、服用時間、
回数などを主治医に相談してくだ
さい。命にかかわるような大切な
薬は、検査の3時間以上前に少量
の水で飲むこともできます。通常
の薬は、検査後に飲むのが理想です。

〈乳がん検診〉
　必ず、視触診とマンモグラフィのセット
受診です。
　次の人は乳がん検診を受けることができ
ません。
•心臓ペースメーカーを装着されている人
•豊胸術を受けた人
•妊娠中または妊娠している可能性のある人
•授乳中の人

〈前立腺がん検診〉
　血液検査で前立腺特異抗原（PSA）を
調べます。精密検査が必要となった場合は、
必
● ●

ず専門病院を受診してください。

乳がん・子宮頸がん検診は保育付き（無料）！
　保育を希望する人は、申し込みの時に
伝えてください（就学前までの子どもが
対象）。
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《住民健診日程表》
●は実施している検診

u受付時間　午前9時〜11時30分（全予約制）
子宮頸がん検診、乳がん検診の受付時間は午後1時30分～3時30分です。
※年齢はいずれも年度内（平成25年3月31日時点）の年齢。

申
込
方
法

　
す
べ
て
の
検
診
で
予
約
が
必
要

で
す
。

▽
予
約
期
間
中
の
専
用
電
話

　
☎
（
９
３
）
４
５
６
０

　
　
　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽
予
約
受
付
日
時

　

4
月
16
日（
月
）～
20
日（
金
）

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
30
分

※
申
し
込
み
時
は
、
医
療
保
険
証
を

確
認
し
、
希
望
の
検
診
日
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
、
希

望
の
検
診
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
注
意
）
申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、

検
診
日
ま
で
に
健
診
当
日
の
受
付
時

間
を
記
載
し
た
検
診
予
約
券
と
予
約

し
た
検
診
の
問
診
票
を
郵
送
し
ま

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
検
診
当

日
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
検
診
結
果
通
知

　

１
～
２
ヶ
月
後
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
日
に
検
診
を
受
け
て
も
項
目

に
よ
り
通
知
日
が
異
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
推
進

課
健
康
管
理
係
（
か
な
ん
ぴ
あ
内
）

項　　目
対象者

（年齢は平成25年
3月31日時点の年齢）

内　　容
１日
の
定員

費用
５月 ６月 ７月

23 24 25 26 28 29 27 28 29 1 2 3
水 木 金 土 月 火 水 木 金 日 月 火

特定健康診査
40歳～74歳の国
民健康保険加入
者

問診、身長・体重・腹囲測
定、内科診察、血圧測定、
検尿、血液検査（中性脂肪、
HDL コ レ ス テ ロ ー ル､
LDL コ レ ス テ ロ ー ル、
肝機能、血糖､ ヘモグロビ
ンA1c、貧血）心電図検査、
眼底検査は希望者）※後期
高齢者は腹囲測定を除く。

110
人

無料

※必ず
受診券
が必要

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

後 期 高 齢 者
健 康 診 査 75歳以上の人 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

肝炎ウイルス
検 査

40歳～75歳の人
で過去に受けて
いない人

Ｂ型肝炎ウイルス抗
原検査、C型肝炎ウ
イルス抗体検査

無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

結 核・
肺がん
検 診

胸　部
レント
ゲ ン

40歳以上の人
問診、胸部レントゲ
ン検査、喀痰検査（ハ
イリスク者のみ）

125
人 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

胸 部
Ｃ Ｔ

50歳以上の喫煙者で
喫煙指数（1日のた
ばこ本数×喫煙年
数）が600以上の人
及び50歳以上の希望
者（喫煙者優先）

問診、胸部ＣＴ検査、
喀痰検査（ハイリス
ク者のみ）

40
人

1,000
円 ● ● ● ●

胃 が ん 検 診

40歳以上の人

問診、胃部レントゲ
ン検査（※受けられ
ない人：妊娠中の人
など）

125
人

500
円 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大腸がん検診 問診、便潜血反応に
よる検査

120
人 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

歯 科 健 診 問診、口腔内診査 40
人 無料 ● ● ● ●

骨粗しょう症
検 診 40歳以上の女性 問診、超音波による

骨密度測定
70
人

500
円 ● ● ● ● ● ● ●

前 立 腺 が ん
検 診 50歳以上の男性 問 診、 血 液 検 査

（PSA検査） 無料 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

乳 が ん 検 診
40歳以上の女性、2
年ごとの受診（今年
度は昭和47年以前
の奇数年生まれ）

問診、視触診、乳房レントゲ
ン検査（※受けられない人：
ペースメーカー装着者、豊胸
術後の人、妊娠中の人など）

80
人

1,000
円 ● ● ● ● ● ●

子 宮 頸 が ん
検 診

20歳以上の女性、2
年ごとの受診（今年
度は昭和の奇数年
生まれと平成2年・
4年生まれの人）

問診、視診、細胞診
（頸部）、内診

70
人

500
円 ● ● ● ● ● ●

1� 2012．4



一部負担金の
減免・徴収猶予について

　災害などの特別な理由により一時的
に生活が困難になったときは、入院医
療費などの一部負担金（医療機関の窓
口での支払い）が減免または徴収猶予
される場合があります。
　次のいずれかに該当したことで、生
活が著しく困難になったと認められる
場合に対象となります。
①�震災、風水害などの災害により重大
な損害を受けたとき。
②�干ばつ、冷害などで農作物が不作と
なり、収入が著しく減少したとき。
③�事業の休廃止などにより、収入が著
しく減少したとき。
④�その他、①～③に類似する事由があ
り、必要と認められるとき。
※②③の場合の収入減少の認定につい
ては、入院療養を受ける被保険者がい
る世帯で、世帯の実収入額が生活保護
基準額の120％以下であり、かつ預
貯金が生活保護基準額の３か月分以下
である世帯とします。
※対象となる事実が発生した月から６
か月を経過している場合や国民健康保
険料を滞納している場合は、対象とな
りません。
▷減免などの期間
•徴収猶予　申請月を含めて６か月以
内
•減額・免除　申請月を含めて３か月
以内
　申請には、被災証明書や世帯の収入
が確認できるものなどが必要です。詳
しくは保険年金課に問い合わせてくだ
さい。
▷申請・問い合わせ　保険年金課国民
健康保険係

■4月のスケジュール
場所　かなんぴあ（保健福祉センター） ※ 相談や検査に関するプライバ

シーは守ります。
内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考

１歳６か月児健診 ４月５日㈭ 受付
12：45～13：00 対象　平成22年８月～９月生まれ

健 康 相 談 毎週金曜日 受付
９：00～17：00

育児から生活習慣病や介護に関する
あらゆる相談を受け付けます
（電話による相談も可）

４ か 月 児 健 診 ４月11日㈬
５月16日㈬

受付
12：30～12：45 対象　４か月児

育　 児　 相　 談 ４月23日㈪ 受付
14：00～14：15 対象　２か月～12か月児

栄　 養　 相　 談 ４月23日㈪ 受付
９：00～16：00

対象　離乳食から生活習慣病や介
護食まで栄養に関する相談を受け
付けます（電話による相談も可）

離 乳 食 講 習 会
（前　　期） ４月24日㈫ 受付　13：15

対象　３か月～４か月児
５か月～８か月児の食事の話、実
演、試食など

離 乳 食 講 習 会
（後　　期） ５月15日㈫ 受付　13：15

対象　7か月～8か月児
9か月～1歳6か月児の食事の話
や調理実習、試食など

３歳６か月児健診 ５月９日㈬ 受付
12：45～13：00 対象　平成20年10月～11月生まれ

２歳児歯科健診 ５月10日㈭ 受付
13：00～13：15 対象　平成22年４月～５月生まれ

歯　 科　 相　 談 ５月10日㈭ 受付　14：30 電話で予約してください

両 親 教 室 ５月10日㈭ 受付
13：00～13：15

対象　妊婦とその家族
妊娠中の食生活、歯の手入れ、歯科
健診など

予防接種（ポリオ） ５月18日㈮ 受付
13：20～14：20

対象　３か月～90か月（7歳6か
月）未満児

場所　富田林保健所 ☎（23）2681 ※ 相談や検査に関するプライバ
シーは守ります。

内　　　容 月　日 時　　間 備　　　　　考
こころの健康相談 予約制 ９：30～17：00 電話で問い合わせてください

エイズに関する相談 月～金
（祝日を除く） ９：30～17：00 予約は不要です　電話相談も可

血　 液　 検　 査
エイズ・梅毒・
　　クラミジア

４月４日㈬
　　18日㈬ 13：00～14：00

予約は不要です　匿名での検査も
可能　エイズ抗体検査は無料です
が梅毒血清反応検査、クラミジア
抗体検査は手数料が必要になる場
合があります

血　 液　 検　 査
（肝炎ウイルス検査） ４月18日㈬ ９：30～10：30 電話で予約してください（先着順、検査無料）

飲 用 水 ・
井 戸 水 検 査

４月２日㈪・
　　９日㈪・
　　16日㈪・
　　23日㈪、
５月１日㈫

９：30～11：30 検査手数料が必要

腸 内 細 菌 検 査
寄 生 虫 卵 検 査

４月２日㈪・
　　９日㈪・
　　16日㈪・
　　23日㈪、
５月１日㈫

９：30～11：30 検査手数料が必要

医療機関に関する
相　　　　　　談

月～金
（祝日を除く）

９：00～12：15
13：00～17：30 予約は不要です

休　日　診　療
診察科目 名称・住所など 診察日 時　　間

内　科・歯　科

休日診療所が建替え工事中のため、
次の場所にて診療業務を行います。
電話番号（☎（28）1333）に変更は
ありません。
（内科）富田林市立保健センター（住
所　富田林市向陽台1－3－35）

（歯科）富田林歯科医師会の歯科医
院（輪番制）

日曜日・
祝日・
　年末年始

受付
９：00～11：30
13：00～15：30

小　　児　　科
（中学生まで）

富田林病院　☎（29）1121
　　住所　富田林市向陽台1-3-36

［ ］

子どもの夜間・早朝の急病は　消防本部 ☎（90）3119へ
午後８時から翌朝８時まで小児急病診療を行っています。

（ただし、土曜・日曜・祝日・年末年始は午後４時から翌朝８時まで）
消防本部では当番の病院を紹介し、緊急の場合は救急車での搬送を行います。

大阪府小児救急電話相談（午後８時～翌朝８時）
☎06（6765）3650ダイヤル回線・ＩＰ電話利用の場合
♯８０００携帯電話・ＮＴＴプッシュ回線利用の場合

夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうがよいかどうか判断に迷った時、小児
科医の支援体制のもと看護師や保健師が電話で相談に応じます（医療行為は行い
ません）。
「こどもの救急」ホームページ（日本小児科学会 http://kodomo-qq.jp/）でも、受
診判断の目安となる情報を掲載していますので活用してください。

４月と５月前半の歯科当番医院は、次のとおりです。
当番日 歯科医院 住所 電話番号
４月１日㈰ みやび歯科医院 富田林市向陽台1-3-16 （ 2 9 ） 2 7 8 8
４月８日㈰ 勝 山 歯 科 富田林市南大伴町1-5-34 （ 2 5 ） 4 1 1 8
４月15日㈰ あらき歯科医院 富田林市津々山台1-2-24 （ 4 0 ） 4 1 8 4
４月22日㈰ 津 田 歯 科 医 院 富田林市若松町西3-1427-6 （ 2 3 ） 8 6 1 8

４月29日（日・祝） た き 歯 科 医 院 富田林市常盤町15-11 （ 2 4 ） 6 2 4 1
４月30日（月・祝） 中 田 歯 科 医 院 富田林市寺池台3-22-39 （ 4 0 ） 0 7 0 1

５月３日（木・祝） 真 田 歯 科 医 院 富田林市錦織南1-3-2
錦薬局2F （ 2 4 ） 5 1 4 1

５月４日（金・祝） Ｐ Ｌ 病 院 付 属
歯 科 診 療 所

富田林市新堂2176-1
光丘ビル （ 2 3 ） 6 4 9 9

５月５日（土・祝） 山 本 歯 科 医 院 富田林市旭ヶ丘町6-17 （ 2 3 ） 2 8 5 3
５月６日㈰ タ キ ゼ ン 歯 科 富田林市久野喜台2-19-7 （ 2 8 ） 3 0 1 1

国 民 健 康 保 険

災害時協力井戸に登録を！
災害時協力井戸の登録にご協力いただける人は、富田林保健所まで連絡してください。

　▷問い合わせ　富田林保健所　☎（23）2681
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国民年金保険料が
改正されます

　平成24年４月分から平成25年３
月分までの国民年金保険料は、月額
14,980円です（40円の引き下げと
なりました）。さらに、保険料を前納

すると割引があります。
（※１）口座振替は１か月の早割制度
があります。通常の振替日は翌月末で
すが、当月末の振替にすると、月々の
保険料が50円安くなります。
（※２）６ヶ月分の前納は、４月分か
ら９月分までの保険料を４月末までに
納め、10月分から翌年３月分までの
保険料を10月末までに納めます。口
座振替の場合は、それぞれ４月末また
は10月末に振り替えます。

（※３）１年分の前納は、４月分から
翌年３月分までの保険料を４月末まで
に納めます。今年度の現金前納・口座
振替の支払期限は５月１日㈫です。
•�納付書は、４月上旬に郵送される納
付案内書に綴られています。
•�口座振替による平成24年度分の１
年前納、４月～９月分の６ヶ月前納
の申込は、２月末で締め切りました。
•�現金前納の場合、６ヶ月分・１年分
以外でも、希望月から翌年３月まで
の前納が可能です。
•�月末が休日の場合は、翌営業日が振
替日または納付期限となります。
▷問い合わせ　天王寺年金事務所　☎
06（6772）7531または保険年金
課国民年金係

国 民 年 金

納付方法 1か月分
（※1）

６か月分
　（※2）

１年分
��（※3）

現金支払（月々） 14,980円 89,880円 179,760円
現金支払（前納）
［割引額］

89,150円
［730円］

176,570円
［3,190円 ]

口座振替（前納）
［割引額 ]

14,930円
［50円 ]

88,860円
［1,020円］

175,990円
［3,770円 ]

　食生活改善推進協議会
　〈今月の料理〉

～グリーン
　アスパラガスの
　鶏つくね巻き～

　アスパラガスは栽培の方法によ
り、グリーンとホワイトがありま
す。日光に当てて栽培したものが
グリーン、土を盛って日光に当て
ないで栽培したものがホワイトで
す。
　また、アスパラガスはアミノ酸
の一種のアスパラギン酸を含んで
いますので、疲労回復や新陳代謝
を活発にするなどの効果が期待さ
れています。
　茹でずにそのまま使うことで、
歯ごたえと旨味を残した一品です。

　栄養士さんの
ワンポイントアドバイス

おいしく楽しく

——�作り方�——
  ❶�グリーンアスパラガスは、はかまと

筋をとり、下の固い部分は皮をむい
て半分の長さに切る。
❷�生シイタケ、青シソ、白ネギはそれ

ぞれ粗めのみじん切りにする。
❸�鶏ひき肉は包丁でトントンとたたい

て柔らかくしてからボウルに入れ、
❷とＡを加えて粘りが出るまでよく
混ぜる。

❹ ❸を❶に巻き付け、しっかりと押さ
えて形を整える。
❺�フライパンを熱し、両面に焦げ目が

つくまで中火で焼き、酒を回し入れ
て蓋をして蒸し焼きにする。
❻�火が通ったら混ぜ合わせたＢを入

れ、焦げないように全体にからめて
いく。
❼斜め半分に切って、皿に盛りつける。

　材　料（４人分）
グリーンアスパラガス	６本
生シイタケ						４個
青シソ								５枚
白ネギ								20ｇ
鶏ひき肉						 400ｇ
　　卵								１個Ａ　おろし生姜		小さじ２

　　パン粉						20ｇＡ　塩、コショウ			少々
酒								大さじ１
　　しょうゆ			大さじ２
Ｂ　みりん				大さじ２
　　砂糖					小さじ２

（１人分）エネルギー：251kcal	／	塩分：1.7ｇ

妊婦健診の
公費負担額を拡充します！
　妊婦が安心・安全に出産できるよう、
４月から１人当たりの妊婦健診公費負
担額を51,200円から92,100円に
引き上げます。母親の健康のため、ま
た生まれてくる赤ちゃんのためにも、
定期的に健診を受けましょう。

▷対象　町在住で４月以降出産予定の
妊婦（すでに妊婦健診を14回受診し
た人を除く）
▷受診券の交付方法　母子健康手帳交
付時に受診券を交付します。４月１日
より前に交付した受診券を持っている
人は、その受診券を使えます。
※町へ転入した人で、他市町村の受診
券を持っている人は、そのままでは使
えません。新しい受診券を交付します

ので、母子健康手帳、印鑑、現在持っ
ている受診券を健康づくり推進課窓口
へ持参してください。
▷健診実施機関　大阪府内の医療機関
や助産所
※里帰り出産などで、大阪府外で妊婦
健診を受ける場合は、健康づくり推進
課に相談してください。
▷問い合わせ　健康づくり推進課健康
管理係（かなんぴあ内）

こころの健康に不安を感じたら
大阪府こころの健康総合センター
☎06（6607）8814
受付時間：平日　午前９時30分～正午、午後1時～５時

電話相談
関西いのちの電話
☎06（6309）1121
受付時間：24時間　365日
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　町スポーツ少年団リバースＦＣ３年生チームは、１月15日
に河内長野市川上小学校で開催されたフォルサカップ３年生
大会で、見事優勝に輝きました。

《リバース FC　クラブ員募集中》
•河南町立総合運動場で土・日曜日に練習
•対象　５歳児～小学６年生
▷問い合わせ　リバース FC　遠藤　 　☎（93）5568

フォルサカップ３年生大会で優勝
町スポーツ少年団　リバースＦＣ

※

　美容と健康、ストレス解消、そして仲間との親睦のため歌
い始めて35周年を迎えるかなんグリーンエコーが、記念演奏
会を行います。金子みすゞさんの詩や日本の愛唱歌をヴァイ
オリンとピアノの音にのせて歌います。皆さんぜひお越しく
ださい。
▷日時　４月22日㈰　午後２時30分～（午後２時開場）
▷場所　大阪狭山市文化会館ＳＡＹＡＫＡホール　小ホール

（大阪狭山市狭山１－875－１）
▷指揮　茶木敏行さん
▷演奏　ピアノ：近藤佳子さん・ヴァイオリン：西留真子さ
ん
▷問い合わせ　かなんグリーンエコー

　平見　 　☎（93）5694

※印の写真は、差し上げられません。

　今月号から広報クイズをリニューアルし、「河
内弁クイズ」が始まります！　普段使っている言
葉からちょっと珍しい言葉までさまざまな問題が
登場。正解者の中から2人に500円分の図書カー
ドを贈ります！
　さあ、家族みんなで相談しあって河内弁クイズ
に挑戦し、河内弁マスターになりましょう！

今月の河内弁
　「ぼっこい」の意味と使い方として正しいもの
は？
①意味「ずるい」
　使い方「ぼっこいことしたらあかんよ！」
②意味「思い切った」
　使い方「ぼっこいやっちゃなぁ、われ。」
③意味「おぼこい」
　使い方「いつまでたってもぼっこい顔やなあ。」

● 河内弁クイズを出題してみよう！ ●
　毎月このコーナーで出題する河内弁クイズを大
募集！　日常にあふれる河内弁や先祖代々使われ
てきた河内弁など、言葉の正しい意味と使い方を
書いて送ってください（間違いの選択肢は指定が
あれば記載してください）。採用された人には
500円分の図書カードを進呈します。

▷応募方法　クイズの答えまたは出題内容（両方
の応募も大歓迎）、住所、氏名、年齢、電話番号、
広報に関する意見があれば書き添えて応募してく
ださい。
▷宛先　ハガキ：〒585-8585（住所不要）河南
町役場秘書企画課　河内弁クイズ係
　ＦＡＸ：（93）4691
　Ｅメール：
　kouhou@town.kanan.osaka.jp
▷応募期限　4月15日
　　　　　　（当日消印有効）
▷３月号の広報クイズの正解　１－③、２－①、
３－③、４－①、５－②
▷当選者　抽選の結果、次の二人に図書カードを
お送りします（応募総数９通・敬称略）。
　田島�幸子（大宝）・森口�晋平（上河内）
　これまで広報クイズにご応募いただきありがと
うございました。引き続き河内弁クイズへのご応
募をお待ちしています。

河内弁クイズ
新企画

Photo
Gallery
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寛弘寺地区自治会集会所を大改修

　寛弘寺地区自治会では、（財）自治総合センターの宝くじ助
成事業の平成23年度コミュニティセンター助成金を受けて、
寛弘寺地区・老人集会所を大改修しました。
　この事業は、宝くじの普及広報事業費として受け入れる宝
くじ受託事業収入により、住民が行うコミュニティ活動に支
援されたものです。今後、地区のコミュニティ活動などに多
いに活用していきます。
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写っている人に写真を差し上げます。希望者は秘書企画課に連絡してください。

インターネットオークションを利用する前に！
～�かしこい消費者になるために�～

　インターネットオークションは、簡単に商品の売買が
でき、手に入りにくい商品が入手できるなど、大きなフ
リーマーケットのような大変便利なシステムです。
　一方、「商品が届いたときに説明にない不具合があっ
た」「入金をしたのに商品が届かない」などのトラブル
も寄せられています。
　トラブルの最大の特徴は、相手がどこの誰であるかを
特定できない匿名性にあります。便利な反面、自己責任
が強く求められる取引ですので、注意しましょう。
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ぼくの夢

▷問い合わせ　町消費生活相談窓口（環境・まちづくり
推進課内）

• 商品説明は必ず確認し、不明な点は出品者に質問しま
しょう。

• 配送時のトラブルを避けるため、補償のある配送手段
を選びましょう。

• 万が一のトラブルに備え、オークションサイトの利用
規約やガイドラインをよく読み、補償規約を確認しま
しょう。

川西　愛斗�くん
（河内小学校６年）

ワンポイントアドバイス
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春の全国交通安全運動
４月６日㈮～15日㈰

　今回の運動では、次の４つを重点目
標としています。
•子どもと高齢者の交通事故防止
　道路への飛び出しや無理な横断はや
め、交通ルールを守りましょう。
•自転車の安全利用の推進
　自転車に乗るときは、ルールとマ
ナーを守りましょう。
•�全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
　シートベルト・チャイルドシートの
着用効果を理解し、車に乗るときは正
しく着用しましょう。
•飲酒運転の根絶
　「飲酒運転は、しない・させない」「飲
酒運転の車に乗らない」を徹底しま

しょう。
▷問い合わせ　富田林警察署

☎（25）1234

ボランティアサロンへ
気軽にお越しください

▷日時　４月12日㈭　午前10時～
正午
▷場所　かなんぴあ２階　ボランティ
アルーム
▷内容　綿ローンのハンカチで作るピ
エロのブローチ・ボランティアに関す
る情報交換や相談
▷持ち物　お気に入りの柄のハンカチ
があれば持参してください。
▷費用　実費
▷問い合わせ　町ボランティアセン
ター（町社会福祉協議会内）

　☎（93）6299

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立55周年記念行事

▷日時　４月29日㈰　午前９時～午
後３時（一般開放）
▷場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和
泉市伯太町官有地）
▷内容　観閲式、訓練内容の展示、装
備品展示、体験試乗、太鼓演奏、子ど
も広場など
※荒天（暴風雨）の場合は、一部行事
を中止または変更して行います。
▷参加費　無料
※来場の際は、公共交通機関を利用し
てください。最寄り駅はＪＲ阪和線信
太山駅（徒歩約15分）です。
▷問い合わせ　陸上自衛隊信太山駐屯
地広報室　☎0725（41）0090

行政相談

▷日時　４月18日㈬　午後１時～３時
▷場所　役場４階　大会議室
▷内容　府、町などをはじめ、警察や
国、独立行政法人、公社などのあらゆ
る行政についての意見や要望に関する
相談
▷相談員　行政相談委員
•田毎照隆さん（大ヶ塚106）
　☎（93）2691
•松田利幸さん（中994）
　☎（93）2408
※相談日以外の日や電話でも相談に応
じています。
▷問い合わせ　総務課総務係

近つ飛鳥博物館
春季特別展・春のイベント

●�春季特別展「王と首長の神まつり―
古墳時代の祭

さい
祀
し
と信仰―」

　古墳時代には、居館や集落、水辺、
峠や島などさまざまな場面で神まつり
が行われたと考えられています。古墳
時代から古代にかけての神まつりのあ
り方を見ていくことにより、古墳時代
の人々の思想や信仰に迫ります。
▷期間　４月28日㈯～７月１日㈰
▷開館時間　午前10時～午後５時

（入館は午後４時30分まで）
▷休館日　月曜日（ただし４月30日
（月・祝）は開館）
▷入館料　一般600円、高校・大学生・
65歳以上400円、20人以上の団体
は２割引、中学生以下・障がい者手帳
を持っている人（介助者を含む）は無料
●４・５月のイベント情報
≪古墳の森コンサート

奏・SO・爽2012≫
▷日時　４月29日㈰　午後１時～４時
▷場所　近つ飛鳥博物館　屋上広場
（雨天の場合は地階ハイビジョンコー
ナー前）

▷参加団体　南河内地域の高等学校軽
音楽部、フォークソング部

≪古墳時代まつり≫
▷日時　５月３日（木・祝）　午前11
時～午後３時30分
▷場所　近つ飛鳥風土記の丘・博物館
１階ロビー
▷内容　勾玉つくり工房、古代衣裳体
験など
※詳細は博物館ホームページまたは、
博物館に問い合わせてください。
▷問い合わせ　近つ飛鳥博物館

　☎（93）8321
http://www.chikatsu-asuka.jp/

（30日を除く）4月の相談
内　　　容 日　　程 時　　間 場　　　　所

行 政 相 談 ₄月1８日㈬ 13：00～15：00 役場4階　大会議室
心 配 ご と 相 談 月～金曜日 ₉：00～17：30 役場3階　社会福祉協議会事務局
消 費 生 活 相 談 月・火・木曜日 10：00～16：30 役場2階　環境・まちづくり推進課
農　 地　 相　 談 月～金曜日 ₉：00～17：00 役場2階　農業委員会事務局
就　 労　 相　 談 月～金曜日 ₉：00～17：00 役場2階　環境・まちづくり推進課
子 育 て 相 談 月～金曜日 ₉：00～17：00 かなんぴあ１階�子育てセンター
家 庭 児 童 相 談 月～金曜日 ₉：00～17：30 役場1階　こども1ばん課
母子自立支援員出張相談 ₄月₉日㈪ 14：00～16：00 役場1階　相談室1

女 性・ 人 権 相 談 月～金曜日 ₉：00～17：00
役場1階　相談室1
太子町役場　☎（９８）5515
千早赤阪村役場　☎（72）00８1

進 路・ 教 育 相 談 月～金曜日 13：00～17：00 役場1階　教育課

府
の
相
談

府 政 相 談 月～金曜日 ₉：00～17：30
府民お問合せセンター情報プラザ
（南河内府民センタービル1階）
電話での問い合わせは、
☎ 06（6９10）８001

交通事故相談 月～金曜日 ₉：00～17：30 大阪府庁別館1階☎ 06（6９41）7000

地域の情報

さくらんぼ相談　４月26日（木）　午後1時30分〜3時
日ごろの介護について介護者（家族）の会「さくらんぼ」の役員が相談に応じます。
▷場所　かなんぴあ1階　障がい者ルーム　▷問い合わせ　町社会福祉協議会　☎（93）6299
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「バウンドテニス」を体験して
みませんか！未経験者歓迎

　バウンドテニスは、年齢に関係なく
誰にでも楽しめる、テニスを小型化し
たようなスポーツです。バウンドテニ
スを体験できる「町民オープンデー」
を行いますので、ぜひ参加してくださ
い。
※参加を希望する人は、できるだけ事
前に連絡してください。
▷日時　４月22日㈰　午前９時～午後
３時のうち都合のよい時間
▷対象　中学生以上の人
▷場所　ぷくぷくドーム
▷参加費　無料
▷申込・問い合わせ　バウンドテニス
連盟　玉井宅　☎（93）8040、または
ぷくぷくドーム　☎（93）8866

町老人クラブ連合会主催
歩こう会　開催！

▷日程　４月25日㈬
※集合時間などは、別途最終案内でお
知らせします。
▷内容　青山高原ウィンドファームや
国営木曽三川公園を楽しむバスツアー
▷参加費　5,000円
▷申込期限　４月10日㈫　正午
▷申込・問い合わせ　最寄りの老人会
または町老人クラブ連合会事務局（社
会福祉協議会内）☎（93）6299

ラ ･フォレスタ
リニューアル1周年フェア

　桜の見ごろを迎える金剛山方面に遊
びに行きませんか？　期間中は粗品の
進呈（先着200人）やコーヒーの無料
サービス（１人１杯）などが行われま
す。イベントも盛りだくさんです！
▷期間　４月６日㈮～５月６日㈰の
金・土・日曜日、祝日　午前11時～午
後５時
▷場所　ラ・フォレスタ　（南河内郡
千早赤阪村東阪1238―５）
▷問い合わせ　ラ・フォレスタ（南河
内林業総合センター）　☎（72）0090

福祉の未来を考える展示会
バリアフリー2012

▷日時　４月19日㈭～21日㈯　午前10
時～午後５時
▷場所　インテックス大阪（地下鉄・
ニュートラム「中ふ頭」駅すぐ）
※身体障がい者用の優先駐車場あり。
▷内容　府内障がい者授産施設の大バ
ザー、福祉・介護に役立つ書籍の販売、
高齢者住環境フェアなど（「慢性期医
療展2012」同時開催）
▷参加費　無料
▷問い合わせ　バリアフリー展事務局
☎06（6944）9913　℻06（6944）9912

　昭和37年、北洋サ
ケマス漁の航海に出
た三等機関士の関本
源蔵は大時

し け

化に襲わ
れ、船が遭難危機に。
その時、源蔵が思い
を馳せたのは、18年
前にサイパンで別れ
た亡き父のことだっ
た	。

　藤
ふじしろたつき

代樹はスポーツ
「掃除」の全国大会
で第３位の成績を収
め、高校３年生で掃
除部の主将となった
が、校長の差し金で
部費が半減、部室も
奪われる。さらに、
思いを寄せる高倉
偲
しのぶ

と寺西顧問が姿を
消してしまい	。

その他の新しい本
•無双の花 （葉室　麟

りん

　著）
•幸せになる百通りの方法 （荻原　浩　著）
•劇薬時評 （佐野　眞一　著）
•道化師の蝶 （円

えんじょう

城　塔
とう

　著）
•共喰い （田中　慎

しん

弥
や

　著）

▷開室時間　午前10時～午後５時
▷休室日　毎週月曜日、20日（火・祝）
▷問い合わせ　中央公民館図書室　

新着図書紹介

中央公民館図書室 羅
ら

針
しん

楡
にれ

　周平　著
決起！
三
み

崎
さき

　亜記　著

PickupPickup

道の駅かなん８周年創業祭
8周年にちなんで、8日連続開催！　４月29日（日・祝）～5月6日（日）
イベント盛りだくさん！　ぜひお越しください。　　▷問い合わせ　道の駅かなん　☎（90）3911�1 2012．4



　３月４日の午前９時から、石川スポーツ公園河川敷で
大和川・石川クリーン作戦が行われました。これは大和

川と石川の水質をきれ
いにしようと行われて
いる催しです。
　今回、町からは約
250人が参加し、約４
ｔものごみを収集する
ことができました。

　３月３日、日本を代表する建築家　安藤忠雄さ
んによる講演会「近つ飛鳥を梅いっぱいに」が近
つ飛鳥博物館で行われ、約400人の来場者で満員
となりました。
　博物館周辺で８年前から取り組んでいる梅の植
樹活動をはじめ、建築物と自然が調和した景観づ
くりの話などが展開され、集まった人々は熱心に
耳を傾けていました。
　また、３月15日には新たに24本の梅の苗木が
植えられ、その周辺では以前植樹した梅が美しい
花を咲かせていました。近つ飛鳥を梅いっぱいに
する活動は、毎年着実に実を結んでいます。

河内小学校６年生

卒業記念植樹

府内最大の一斉清掃！
大和川・石川クリーン作戦

　３月１日、河内小学校６年生の児童が、
NPO法人里山倶楽部の指導のもと卒業記念
にサクラの植樹を行いました。
　植樹の場所は白木山公園付近の斜面で、町
立中学校からもよく見える場所です。新たな
学び舎からサクラの成長を望むのを楽しみ
に、38人の児童は一生懸命植樹に励んでい
ました。

サクラ・ヤマモモを植えました
　３月３日には、地元小学生や地域の人たち約40人で、さく
ら坂北側斜面にサクラやヤマモモの苗木約120本を植えまし
た。この事業は、里山の保全を目的に、毎年弘川寺歴史と文
化の森ふれあい推進協議会が開催しているもので、指導は
NPO法人里山倶楽部です。
　また、この日はキャノンマーケティングジャパン㈱の社員
とその家族も植樹活動に参加し、斜面一面が苗木でいっぱい
になりました。
　この日植えた苗木は、（財）日本さくらの会と大阪府
から提供を受けたものです。

安藤忠雄氏講演会
近つ飛鳥を梅いっぱいに
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　大規模な地震などの災害時にあわてることなく適切に行
動できるよう、東日本大震災が発生した３月11日に合わ
せ、防災行政無線を使った防災訓練を行いました。
　当日は町内すべての防災行政無線
から実際にサイレンや避難勧告など
の放送を行い、放送に合わせて自主
的に防災訓練を行った地区が数多く
ありました。また、町職員が各地区
で放送の聞こえ具合を調査し、住民
の皆さんからは「放送内容が聞きと
りにくい」などの意見も頂きました。
万が一の災害時にきちんと情報を伝
えられるよう、今後放送方法などを
工夫していきます。

　東日本大震災で被災された人々にエールを送り、
犠牲者に追悼の祈りを捧げようと、３月10日、東
山寿老会主催の「東日本大震災　心をつなぐ灯火の
集い」が東山上條通り芝生広場で行われました。

　約420個の竹筒１つ１つにロウソクの灯り
をともし、浮かび上がった文字は「祈　復興
　ガンバレヒガシニホン　3.11」。灯りをと
もした後は来場者全員で黙祷を捧げ、深い祈
りに包まれる夜となりました。

　３月11日、かつらぎ自然の家で、
あそびの広場（町青少年指導員連絡
協議会主催）が行われました。
　この日は暖かい陽気に恵まれ、親
子や友だち同士など160人が参加し
ました。
　参加者は木工・竹細工・パンづく
りや丸太切り競争、竹馬・弓矢遊び
などにチャレンジし、お昼には自分
で作ったお箸で炊き出しの豚汁とお
にぎりを食べるなど、楽しい一日を
過ごしました。

農産物の頂点が決定！
河南町農業フェア
　　　農産物展示品評会

東日本大震災発生日に合わせ
町全域で防災訓練

▲
長
坂

▶
さ
く
ら
坂
三
丁
目

灯籠に願いを込めて
心をつなぐ灯火の集い

あそびの広場
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　３月７日、中村小学校放課後子ども教室で、紙芝居など
を通じた人権教室が行われました。これは、命の大切さや
他人への思いやりの心をはぐくんでもらおうと、町人権擁
護委員が実施したものです。
　子どもたちは真剣な表情で紙芝居と話に聞き入り、「み
んな仲良くしようね」と話し合っていました。

　２月25日、ぷくぷくドームで、地球温暖化防止対策
推進員（かなん環境マイスター）主催の環境映画会＆環
境展が行われました。
　環境映画会ではエコマジックショーやかなん環境マイ
スターによる講演、映画「ライフ」の上映が行われまし
た。また、環境展では電気自動車・太陽光発電パネルや
環境啓発パネルが展示され、参加者たちは、自然環境の

大切さを実感してい
ました。
（この事業は全国モ
ーターボート競走施
行者協議会からの拠
出金を受けて実施さ
れました。）

　３月11日、大ヶ塚地区の皆さんが大ヶ塚公園の花壇に
デイジーなど480本を植えました。この花壇は地区役員と
大ヶ塚不老会の皆さんが手入れを行い、季節ごとにきれい
な花を咲かせています。赤、白、桃色など色とりどりの花
が春の暖かい日差しを受け、気持ち良さそうに咲いていま
した。

　３月４日、かな
んぴあで町ＰＴＡ
連絡協議会講演会
「もしも大阪で巨
大地震が起きたな
ら」が開催されま
した。

　大阪市立大学副学長の宮野道雄先生の講演に120人の参
加者は真剣な表情で聞き入り、地域で行う災害時の対策や
防災教育の重要性について改めて考え直す機会となりまし
た。

町人権擁護委員
人権教室で紙芝居

エコについて考える
環境映画会＆環境展

大ヶ塚公園
可憐な花咲く
　　　花壇に

町ＰＴＡ連絡協議会講演会
もしも大阪で巨大地震が
起きたなら
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ごみの
種類 世帯人数 シールの

種類と色
配布する
シールの
枚数

も え る
ご み

1人～2人 もえる
ごみ専用
（無料）
シール

（深緑色）

110枚
3人～4人 220枚
5人～6人 280枚
7人以上 340枚

もえない
ご　　み
（粗大ごみ）

全世帯
一　律

粗大ごみ
専用（無料）
シール
（紫色）

36枚

女性・人権相談
　女性・人権に関する相談は、３町村
（河南町・太子町・千早赤阪村）のど
こでも受けられます。気軽に相談して
ください。プライバシーは、固く守り
ます（相談無料）。

▷問い合わせ　住民生活課人権男女共
同社会室

出張人権相談所　開設
　家庭や近隣における問題、いじめ、
虐待、セクハラ、差別などの人権・女
性問題で悩んでいる人は、町の人権相
談員が相談に応じますので気軽に相談
してください。相談は無料で、プライ
バシーは固く守ります。
▷日時　４月25日㈬　午前９時30
分～11時30分
▷場所　中央公民館
▷問い合わせ　住民生活課人権男女共
同社会室

届きましたか？ごみシール
　４月から使用するごみ処理券（無料
シール）は届いていますか？　「まだ
届いていない」「シールの種類、枚数
が異なる（表参照）」という場合は、
印鑑を持って住民生活課へお越しくだ
さい。
《住民登録をしていない人は》
　町内在住でも住民登録を行っていな

い人には、シールは届きません。印鑑
と町内在住を証明するもの（水道・電
気代の領収書など）を持って、住民生
活課へお越しください。
《次のことに注意してください！》
•�今回の配付枚数は、１年分です。た
だし、有効期間は、２年間（平成
24年４月１日～平成26年３月31
日）です。
•�前回（平成23年３月）に配布した
シールも、平成25年３月31日まで

使用できます。
•シールの色が変わりました。
▷問い合わせ　住民生活課衛生係

日時 場　　所

月～金曜日
午前９時～
午後５時

•河南町住民生活課
　人権男女共同社会室
•太子町住民人権Ｇ

　☎（98）5515
•千早赤阪村住民生活Ｇ

　☎（72）0081

　近年の利用者の減少および施設の老
朽化に伴い、野外活動施設「かつらぎ
自然の家」は平成23年度をもって閉
鎖しました。平成４年度の開設以来、
ご利用いただきありがとうございまし
た。
▷問い合わせ　教育課社会教育係

4月のごみ・し尿

し　
　
　
　
　
　
尿

地　　区　　名 通常の収集日 月２回収集申込者の収集日
東山・一須賀・大ヶ塚・山城・
寺田・白木・長坂・北加納・
南加納・持尾

12日（木） 12日（木）･27日（金）

平石・寛弘寺・神山・下河内・
弘川・上河内・青崩 13日（金） 13日（金）･27日（金）

今堂・中・芹生谷・馬谷 16日（月） 16日（月）･27日（金）
軽自動車による収集 17日（火） 17日（火）･27日（金）
※収集日程は、変更する場合があります。また、土・日曜日および
祝日の臨時くみ取りはできません。

資源ごみは、レジ袋などに入れず、直接推奨袋に入れて出
してください。スプレー缶・カセットボンベは、必ず使い
切ってから空き缶・空きビンの収集日に出してください。

ご　
　
　
　
み　

ごみの種類および地区名 収　集　日
も
え
る
ご
み

大宝地区 毎週月・木曜日
大宝地区以外 毎週火・金曜日

　もえないごみ（粗大ごみ） 第４水曜日（25日）
資
源
ご
み

空き缶・空きビン 第２水曜日（11日）
ペットボトル、プラスチック製容器包装
（発泡スチロール含む）

第２木曜日（12日）
第４木曜日（26日）

※�当日、午前₈時ごろから収集に入りますので、それまでに地区の
資源ごみ置き場に出してください。ご協力をお願いします（地区
により収集時間が遅くなることもあります）。

野外活動施設
「かつらぎ自然の家」を閉鎖

東日本大震災　義援金の受付期間を9月28日㈮まで延長
　高齢障がい福祉課窓口に義援金箱を設置し、振込口座も開設しています。引き続き皆さんのご協
力をお願いします。� ▷問い合わせ　危機管理室または高齢障がい福祉課
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国
保 

平成24年度　仮算定分
保険料納付通知書を送付
　平成24年度国民健康保険料の仮算
定納付通知書（4～6月分）を送付し
ます。仮算定保険料は、平成24年度
保険料の算定基礎となる平成23年中
の所得金額が確定していないため、平
成24年３月31日現在で加入してい
る世帯の前年度の保険料を基準に暫定
的に賦課したものです。
　保険料の本算定は、７月に決定し通
知します。この本算定で決定された保
険料額から、仮算定分の保険料額を差
し引いた残りの金額を９回（7月～翌
年3月）の納期に分けて納付すること
になります。
　特別徴収（年金からのお支払い）の
世帯については、10月分以降の保険
料で調整し、4・6・８月分の保険料
は、2月に納付した保険料相当額にな
ります。
　保険料を決定するには、世帯の所得
状況を正確に把握する必要があります。
　所得の申告をしていないと、法定軽
減基準に該当する世帯であってもその

判断ができず軽減されませんので、所
得がないなど申告の義務がない人も必
ず申告してください。
▷問い合わせ　保険年金課国民健康保
険係

男女共同参画
フォト作品

　「女性と男性がともにいきいきと」
をテーマに、町発行の男女共同参画
ニュースに掲載する写真を募集します。
▷応募要件　町内で撮影した写真であ
り、仕事場やボランティア活動、趣味
や娯楽、日常生活で女性と男性がとも
にいきいきと活動している様子やきら
りと輝いている表情の作品（１人２点
まで）。作品は、六つ切りか四つ切りで、
デジタルカメラでの撮影も可。
▷応募資格　町内在住・在勤・在学の
人または町内の団体に所属されている
人（プロ・アマは問いません）。
▷応募期限　４月２日㈪～平成25年
３月29日㈮（随時受付）
▷応募方法　住所、氏名、年齢、電話
番号、作品タイトル、撮影日時・場所
などを明記し、〒585―8585（住所
不要）河南町住民生活課人権男女共同
社会室へ郵送または持参してください。
※応募者全員に記念品を、また採用さ
れた場合は図書カードを贈呈します。
詳しくは、町ホームページ（トップペー
ジ→各課のお知らせ→住民生活課→人
権男女共同社会室）または住民生活課
で配布するチラシをご覧ください。

▷問い合わせ　住民生活課人権男女共
同社会室

介護相談員
　介護サービスの向上を図るため、介
護サービス利用者の声を聞き、事業者
との橋渡しを行う介護相談員（ボラン
ティア）を募集します。
▷活動内容
•�２週間に１回程度、特別養護老人
ホームなどを訪問し、利用者の話を
聞き、相談に乗ります。
•事業者との意見交換を行います。
•月１回、活動状況を町に報告します。
▷対象　介護などの福祉ボランティア
活動に理解があり、介護相談員養成研
修（計７日間・必須）を受講できる人。
▷募集人員　若干名
▷問い合わせ　高齢障がい福祉課高齢
福祉係

非常勤職員 ～調理員～
▷募集人員　１人
▷勤務内容　給食物資の検収および調
理補助など
▷勤務日時　月～金曜日の午前７時
30分～11時
▷勤務地　学校給食センター
▷応募書類　履歴書（写真添付）
▷応募方法　履歴書を学校給食セン
ター窓口に提出してください。
※受付は午前９時～午後５時（土・日
曜日を除く）。
▷応募期限　４月13日㈮
▷選考方法　書類選考および面接
▷応募・問い合わせ　学校給食セン
ター　☎（93）6310

学校体育施設開放
　町立小学校の校庭と体育館を、地
域の人たちのスポーツ活動の場とし
て開放しています。利用する場合は、
事前に団体登録が必要です。
▷開放日時　土・日曜日、祝日の午
前９時～午後５時
▷開放している学校　町内の小学校
▷利用できる団体　原則として、利
用する小学校区に居住し、責任者が
明確な団体。
※詳細は、各小学校の学校開放運営
委員会で決定します。
▷登録・問い合わせ　ぷくぷくドー
ム　☎（93）8866

▷日時　４月29日（日）　午後２時～
５時
▷場所　消防本部
▷対象　町内在住・在勤・在学の人
▷定員　20人（定員になり次第締め

普通救命講習会
はい、こちら119消防本部です。 切り）

▷参加費　無料
▷講習内容　心肺蘇生法・ＡＥＤなど
▷申込方法　消防本部窓口で申し込ん
でください。
※一度受講した人の再受講も受け付け
ています。再受講の目安は３年です。
▷申し込み・問い合わせ　消防本部

☎（90）3119

■役場・かなんぴあ
　　☎（93）2500
■やまなみホール
　　☎（93）6222
■ぷくぷくドーム
　　☎（93）8866

■消防本部・消防署
　　☎（90）3119
■白木小学校
　　☎（93）4006
■中村小学校
　　☎（93）2157

■河内小学校
　　☎（93）2815
■近つ飛鳥小学校
　　☎（93）3200
■町立中学校
　　☎（93）2263

■かなん幼稚園
　　☎（93）2402
■河内幼稚園
　　☎（93）6538
■中央保育所
　　☎（93）5740

春の運転者講習会
▷日時　４月３日（火 )・４日（水）　いずれも午後７時～（受付　午後６時30分～）
▷場所　ぷくぷくドーム　　　　　　　　　　　　　　▷問い合わせ　総務課総務係 ��2012．4



かなん幼稚園　園庭開放
　かなん幼稚園では、月１回園庭開放
を行っています。幼稚園の行事に参加
できる日もありますので、ぜひ親子で
遊びに来ませんか？　（雨天決行）
▷日時・内容

※時間はいずれも午後２時～４時（た
だし、６月１日㈮は午前10時～11時
30分）。
•保護者同伴で参加ください。
•�子どもの安全については、保護者が
責任を持ってください。
•�車で来園する場合は、大宝公民館の
駐車場（西側高台）を利用してくだ
さい。

▷問い合わせ　かなん幼稚園
　　　　　　　　　☎（93）2402

子育て教室　きらきら星
　体を使った遊びや食育など、子育て
について親子で楽しく学べる教室です。
▷日時・内容

※時間はいずれも午前10時～11時30分。
▷場所　かなんぴあ２階　みんなのへや
▷対象　１歳６か月児～２歳６か月児
とその保護者（第１子および初めて受
講する人を優先します）
▷定員　15組（応募多数の場合は抽選）
▷参加費　無料
▷応募方法　４月16日㈪から５月１日
㈫までに、電話またはこども１ばん課窓
口で参加者本人が応募してください。
▷問い合わせ　こども１ばん課こども
支援係・おやこ園（子育てセンター）

固定資産課税台帳の閲覧と
縦覧帳簿の縦覧
《課税台帳の閲覧》

　所有者本人の課税内容を確認するた
め、評価額、課税標準額、税額などを
閲覧することができます。
▷閲覧できる人　納税義務者、納税義
務者と同居の親族または納税者から委
任された代理人、納税管理人、相続人、
借地・借家人など。
▷閲覧期間　４月２日㈪以降の午前９
時～午後５時30分（土・日曜日、祝
日を除く）

《縦覧帳簿の縦覧》
　自分の固定資産税の評価額が適正で
あるかどうかを判断するために、縦覧
により、類似する固定資産の評価額と
比較することができます。
　ただし、個人情報保護のため所有者
名や課税内容（課税標準額や税額など）
は縦覧できません。
▷記載内容
•�土地：土地の所在・地番・地目・地
積・価格
•�家屋：家屋の所在・家屋番号・種類・
構造・床面積・価格
▷縦覧できる人
•�土地価格等縦覧帳簿：町内に土地を
所有する納税者
•�家屋価格等縦覧帳簿：町内に家屋を
所有する納税者
※上記以外で、納税管理人、相続人、
納税者の同居の親族または、納税者か
らの委任状を持参した代理人は縦覧で
きます。
▷縦覧期間　４月２日㈪～５月31日
㈭　午前９時～午後５時30分（土・
日曜日、祝日を除く）
※閲覧、縦覧とも本人確認できるもの
（運転免許証など）を持参してくださ
い。
▷問い合わせ　税務課固定資産税係

日　程 内　　容
₄月18日㈬ 園庭であそぶ

₅月23日㈬ しゅっぽっぽ☆くらぶ
の保育士とあそぶ

₆月₁日㈮ つくってあそぼう（幼
稚園の活動に参加）

₇月₄日㈬ しゅっぽっぽ☆くらぶ
の保育士とあそぶ

₉月₅日㈬ しゅっぽっぽ☆くらぶ
の保育士とあそぶ

回 日　程 内　　　容
₁ ₅月15日㈫ 体を使って遊ぼう

₂ ₅月22日㈫ 買いものごっこで
遊ぼう

₃ ₆月₅日㈫
調理・野菜大好き
レシピ（専門講師
指導）

₄ ₆月12日㈫ 小麦粉粘土で遊ぼう

₅ ₆月19日㈫ フラダンスをやっ
てみよう

₆ ₆月26日㈫ 作って遊ぼう

おやこ園しゅっぽっぽ☆くらぶ　4月のスケジュール
　おやこ園は、自由に遊べる「しゅっぽっぽあそびのひろば」と絵本とふれ合える「こ
どもえほんしつ」を、かなんぴあ１階で開室しています。ぜひ遊びに来てください。

※保育士が子育ての相談に応じます。気軽にお越しください。
※開催予定日が祝日の場合は休みます。
▷問い合わせ　こども１ばん課こども支援係

名称・日程 時　間 場　所 対　象　児　童
しゅっぽっぽあそびのひ
ろば・こどもえほんしつ
月～土曜日

午前10時～
　　　午後₄時

かなんぴあ₁階
あそびのひろば ₀歳～就学前

ベビーしゅっぽっぽ
第₂・₄木曜日（12日・26日）

午後₁時30分～
　　　　　₃時

かなんぴあ₂階
みんなのへや ₀歳～満₁歳

近 つ ラ ン ド
第₂水曜日（11日）

午前10時～
　　　11時30分 大宝地区公民館 近つ飛鳥小学校区在

住の₀歳～就園前
白 木 ラ ン ド
第₃水曜日（18日）

午前10時～
　　　11時30分

ぷくぷくドーム
（小会議室）

白木小学校区在住の
₀歳～就園前

河 内 ラ ン ド
第₃水曜日（18日）

午後₁時30分～
　　　　　₃時 河 内 幼 稚 園 河内小学校区在住の

₀歳～就学前
中　ラ　ン　ド
第₄水曜日（25日）

午前10時～
　　　11時30分

中 地 区 ・
老 人 集 会 所

中村小学校区在住の
₀歳～就園前

軽自動車税の納期は5月1日（火）から31日（木）までです。
▷問い合わせ　税務課町民税係�� 2012．4
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　金剛・葛城の山並みに抱かれて発展するわがまち河南町。
　わたしたちは、河南町民であることに誇りと責任をもち、
明るいまちづくりのためこの憲章を定めます。

　伝えよう　豊かな緑と歴史が薫
かお

るまちを
　築 こ う　働く喜びと生きがいのあるまちを
　造 ろ う　健

すこ

やかな人間をはぐくむ文化発展のまちを
　育てよう　思いやりと安

やす

らぎのある楽しいまちを
　目指そう　郷土を愛し人権を尊ぶ希望に満ちたまちを

町 民 憲 章

 ■町の人口（平成24年２月29日現在） ■世帯数
  16,394人 6,268世帯
 前年同月より115人減
 　男　7,985人 ■町の面積
 　女　8,409人 25.26㎢　

河南町南西部の
古墳を訪ねる（7）

華
な
副
葬
品
な
ど
か
ら
新
羅
王
の
墓
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
金
山
古
墳
と
は
違
い
も
多
い

の
で
す
。
ひ
と
つ
は
年
代
。
ひ
と
つ
は

石
室
の
位
置
。
墳
丘
の
造
り
方
も
、
中

国
や
韓
国
で
は
２
つ
の
丘
が
時
期
差
を

も
っ
て
造
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

金
山
古
墳
は
最
初
か
ら
双
円
形
と
し
て

造
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
構
造
や
副

葬
品
も
か
な
り
違
う
よ
う
で
す
。

　

金
山
古
墳
の
北
丘
を
一
段
登
っ
て
、
中
を

の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
薄
暗
い
石
室
に
石

棺
が
２
つ
、
縦
に
並
ん
で
い
る
の
が
見
え
る

で
し
ょ
う
か
？　

大
き
く
立
派
な
横
穴
式
石

室
と
、
二
上
山
の
石
を
く
り
抜
い
た
家
形
石

棺
で
す
。
こ
れ
ら
の
造
り
は
中
国
や
韓
国
で

は
な
く
畿き

内な
い

の
流
れ
の
中
に
あ
り
、
立
派
な

排
水
施
設
は
寛
弘
寺
な
ど
の
古
墳
と
よ
く
似

て
い
る
の
で
す
。

　

悔
し
い
こ
と
に
盗
掘
を
受
け
、
石
室
か
ら

は
わ
ず
か
な
副
葬
品
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
。

具
体
的
な
被
葬
者
像
を
結
ぶ
に
は
資
料
が
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
北
丘
で
見
つ
か
っ
た
２
つ

の
石
棺
に
は
時
期
差
が
あ
り
、
そ
の
関
係
に

つ
い
て
想
像
が
ふ
く
ら
み
ま
す
。
そ
し
て
南

丘
に
も
石
室
が
あ
る
こ
と
が
発
掘
調
査
で
分

か
っ
て
い
ま
す
。
新
羅
の
双
円
墳
は
夫
婦
の

墓
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
金
山
古
墳
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

　

誰
が
な
ぜ
こ
こ
に
双
円
墳
を
造
っ
た
の

か
？　

ま
わ
り
の
古
墳
と
の
関
係
は
？　

決

定
的
な
資
料
が
な
い
こ
と
は
、
逆
に
私
た
ち

に
考
え
る
余
地
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
課
文
化
財
係
）

　

金
山
古
墳
の
最
大
の
特
徴
は
双
円
墳

と
い
う
そ
の
形
。
日
本
で
ほ
か
に
知
ら

れ
る
例
は
形
が
は
っ
き
り
し
て
お
ら

ず
、
確
実
な
の
は
金
山
古
墳
１
基
だ

け
！

　

ど
こ
か
に
形
の
似
た
お
墓
は
…
と
探

す
と
遠
く
中
国
河
南
省
の
打だ

虎こ

亭て
い

漢か
ん

墓ぼ

や
、
韓
国
南
東
部
に
あ
っ
た
国
、
新し
ら
ぎ（
シ
ル
ラ
）
羅

の
首
都
金
城
（
今
の
慶
州
）
に
。
特
に

有
名
な
皇
南
大
塚
は
そ
の
大
き
さ
や
豪

てくてくかなんで巡るコースの詳しい地図などは、町ホームページの「河南町
を散策しよう！」（トップページ左側のバナー）から見ることができます。

▽
入
園
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
な
ど
、

新
し
い
環
境
で
春
を
迎
え
ら
れ
た
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
4
月
に
開
園
し
た
石
川
保
育

園
に
も
、
81
人
の
園
児
が
入
園
し
ま

し
た
！　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
楽

し
み
で
す
ね
。

▽
今
月
号
か
ら
広
報
ク
イ
ズ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
河
内
弁
ク
イ
ズ
が

始
ま
り
ま
し
た
。
河
内
生
ま
れ
の
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
家
族
み
ん
な
で

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
図
書
カ
ー
ド
を

ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
！

▽
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
昨
年
は

開
催
が
見
送
ら
れ
た
弘
川
寺
さ
く
ら

ま
つ
り
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
！　

4

月
７
日
㈯
に
弘
川
寺
歴
史
と
文
化
の

森
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。
６
日
㈮
・
７
日

㈯
に
は
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
開
催

さ
れ
ま
す
。

8

てくてくかなんかるた
金山古墳と御旅所２

そ
う
え
ん
ふ
ん　

に
っ
ぽ
ん
だ
い
ひ
ょ
う　

か
な
や
ま
こ
ふ
んかなやまこふんとおたびしょ２

▲町制施行55周年を記念する町のプロ
モーションＤＶＤ「かなんのええとこま
るかじり！」が完成しました！　河南町
の歴史、自然、農業、文化、そして生き
生きと過ごす人々の姿が盛りだくさんで
す。ぜひご覧ください。


